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これ らの こ とを 語 り終 え る と， イエ ス は天 を 見 あ げ て言 わ

れ た， 「父 よ， 時 が き ま した 。 あ な た の 子 が あ な た の 栄 光 を

あ らわ す よ う に， 子 の栄 光 を あ らわ し て下 さい 。 あ な た は，

子 に賜 わ った す べ ての 者 に， 永 遠 の 命 を 授 け させ るた め ， 万

民 を 支 配 す る権 威 を 子 に お 与 え に な った の で す か ら。 永 遠 の

命 と は， 唯 一 の ， ま こ との 神 で い ます あ な た と，ま た，あ な た

が つ か わ さ れ た イエ ス ・キ リス トとを 知 る こ とで あ り ます 。

わ た しは ， わ た しに さ せ るた め に お授 け に な った わ ざを な し

遂 け て ， 地 上 で あ な た の 栄 光 を あ らわ し ま した 。 父 よ ， 世 が

造 られ る前 に， わ た しが み そ ば で 持 って い た 栄 光 て ， 今 み 前

に わ た しを輝 か せ て下 さ い 。 （ヨハ ネ １７： １－ ５）
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その 時 天 よ り声 あ りて わ れ らに証 せ る福 音 ， す な わ ち 喜 び

の音 信 と は か くの如 し。 それ ， イ エ ス は世 に来 りた も う て世

の た め十 字 架 に 附 け られ ，世 の 罪 を負 い， 世 を聖 く し， あ ら

ゆ る不 義 を 潔 め た も う。 こ れ ，彼 が御 父 よ り手 の 中 に わ た さ

れ て 造 り しあ らゆ る もの を彼 に よ りて 救 わ ん た め な り。

（教 義 と聖 約 ７６．４０－ ４２）
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次代に引き継がれた大管長会

大管長会メッセージ／心の傷をいやす

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

最 も価値ある一週間

ハ ロ ル ド 。 Ｂ ・ リ ー

少年そうさく隊

ダ ニ エ ル ・Ｈ ・ラ ドロ ウ

最初の復活祭

メ ア リ ー ・ジ ョ イ ス ・カ プ ス

ねことねずみのおはなし

お もち ゃ ば こ

ベ テ ィ ー ・ハ ブ カ

１８２

１８６

１９０

黄色いお皿

誘惑に立ち向かうには

カ イ ・ラ イ マ ン ・ビ シ ョ ップ

「逸 話 集
， 近 代 の 使 徒 の 生 涯 よ り」

「一 ヒーバ ー ・Ｃ ・キ ンボ ー ル ー

ロバ ー ト ・ Ｊ ・マ シ ュ ー ズ

感謝を神に捧げん

レ オ ン ・ハ ー トシ ョ ー ン

〈 モル モ ン思 想 の古 典 〉 死 者 の瞭 い の示 現

ロ ー カル ・．ニ ュ ース 〆

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ ヒ ン ク レ ー

． ジ ョ セ ブ ・ Ｆ ・ス ミ ス

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

大 管 長 会

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

Ｎ ・’エ ル ドン ・タ ナ ー

マ ・リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー

、リグ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

ヒ ュ ｛ 。Ｂ ・ブ ラ．ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ ’イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・Ｊ ・『 シ ュ トン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー ・

諮 問 委 員会

Ｊ ・ トー マス ｒフ ァイ ア ンズ

（内務 伝 達 部 長 ）

ジ ョ≧ ・Ｅ ・カ ー （配 送 翻 訳 部 長 ）

ドイ ル ・Ｌ ・グ リー ン

〈教 会 誌 編 集 主 幹 ）

ダニ エ ル ・Ｈ ・ラ ドロウ

（教 会 教 課 企 画 調 整 主 任 ）

統 「誌 編 集 主幹

ラ リー ・ピ ラー

日本語 コー デ ィネ ー タ’一

八 木 沼 修 一

ローカル編集

高 木 まりゑ

今 月 の ．表 紙

救い主の照いの犠牲 は，歴史上最’も偉大

な出来事である。 またゲ ッセマネの園にお

け る出来事は，救 い主 が ご自分 に従 い，蹟

いの犠牲 を受けズれる すべ ての人 々に赦 し

の賜 と永 遠の生 命を約束 された福音 の メ’』ッ

セー ジを美 しく象微 している。 ｉ㌔

ハ リー ・アンダー ソン筆の表紙の 「ゲツ

セマネ」 と裏表紙 の ジョー ジ ・オー ツの写

真 はいずれも蹟 いの偉大 さ と復 活 の 新 鮮

さ，栄光 を示す ものである。

聖 徒 の 道 ４ 月 号

発行所 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会 ’
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ンター

東京都港区南麻布 ５．一１Ｇ－２５
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次代 に引 き継がれた大管長会

編 集 主 幹 ラ リ ー ・ピ ラ ー

リー大 管 長

１８９９年 ３月 ２８日， 米 国 ア イ ダ ホ州 ク

リフ トンの 小 さな 町 で， ハ ロル ド ・ビ

ンガ ム ・リー は産 ぶ声 を あ げ た。 そ し

て ！９７３年 １２月 ２６日， ７４歳 で逝 去 の折 に

は 数 百万 の人 々が そ の 死 を悼 み， 世 界

各 国 の 政 治， 宗教 ， 実 業 各界 の名 士 が

哀悼 の言 葉 を 寄 せ た。

教 会大 管長 と して の彼 の在 任 期 間 は

わ ず か ！年 半 余 りで， 歴 代 大 管 長 の い

ず れ よ り も短 い。 しか しハ ロ ル ド・Ｂ ・

リー の， 隣 人 の物 的 ， 霊 的 福 祉 に対 す

る貢 献 は， 大 管 長 と な る１９７２年 ７月 ７

日のず っ と以 前 に始 ま って いた ので あ

る。 彼 は３２年 閥 教 会 幹 部 を務 め， そ の

時期 に， 多 くの重 要 な教 会 プ ログ ラム

を指 導 し， 発 展 させ た 。 彼 の 奉 仕 活 動

と献 身 は， さ らに それ 以 前 に さか の ぼ

る。

リー大 管 長 の教 会 で の 大 き な責 任 は

１９２９年 ， パ イ オ ニ ア ス テ ー キ部 （ソル

トレ ー ク シ チ ー） 副 ス テ ーキ部 長 の 召

しに始 ま る。 その 翌 年 に は ，３１歳 で 同

ス テ ー キ部 ス テ ー キ部 長 に 召 され た 。

不 況 が 始 ま って いた 年 で ， 若 きス テ ー

キ部 長 は ス テ ーキ 部 内 の教 会員 扶 養 の

チ ャ レ ン ジ に遭 遇 した 。過 半 数 の 男 性

が 失 業 し， 家 族 を 養 う手 だ て を持 た な

か った の で あ る。 リース テ ーキ部 長 は

霊感 を 受 けて 倉庫 を 建設 し， 食 料 や 日

用 品 を 困 窮 者 に分 配 した。 そ して そ れ

１４６

が 施 しと な らな い よ うに ， 労 働計 画 を

実 施 した 。 解 体 した 建物 を 素 材 に， 社

会 活 動 や レ ク リエ ー シ ゴン活 動 を 行 な

う ス テ ーキ 部体 育 館 を 建 設 した の で あ

る。

１９３６年 に ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラン ト大

管長は，全ステーキ部のそのような福

祉活動に注 ぐ総力を結集，調整 し，教

会保護プログラムと呼ばれる計画を発

足させた。後にそれは教会福祉プログ

ラムとして知 られるようになった。 リ

ー大管長はその初代管理役員に召され

ハ ロ ル ド ・ Ｂ ・ リ ー 大 管 長



長 期 にわ た り教 会 福 祉 委 員 会 の委 員長

を 務 め た 。

１９４１年 ４月 １０日， ビーバ ー ・Ｊ ・グ

ラ ン ト大 管 長 はハ ロル ド ・Ｂ ・リー を

使 徒 に 聖 任 した 。彼 は 使 徒 と して の 多

くの 重 責 と合 わ せ ， 教 会 の 全 カ リキ ュ

ラ ムを 調 整 す る相 互 調 整 委員 会 の 委員

長 と な った 。 次 い で デ ビ ッ ド ・０ ・マ

ッケ イ 大 管 長 の 死 去 に伴 い， リー大 管 ・

長 は ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィング ・ス 』

ミス 大 管 長 を 補 佐 す る第 一 副 管 長 とな

っ た。

リー大 管 長 は悲 しみ を 知 った 人 で あ

る。 しか しそれ は彼 を 強 め るだ けで あ

っ た。 １９６２年 ， 彼 が ス テ ー キ部 大 会 に

出 席 して い る間 に， 妻 の フ ァ ー ン姉 妹

は生 死 の境 を さま よ って いた 。 病 床 に

か けつ け た と き に は， も う命 の 灯 は 消

え て いた 。 ま た １９６６年 ， 彼 が 責 任 で ハ

ワ イ に行 って い る間 に， 娘 の モ ー リン

姉 妹 が ４人 の子 供 を 残 して他 界 した 。

１９６３年 に リー大 管 長 は フ レ ダ ・ジ ョ

ー ン ・ジ ェ ン セ ン姉 妹 と再 婚 したが
，

十 二 使 徒 評 議 員 の ヒン ク レー長 老 の 言

葉 に よ れ ば， 夫 人 は 「リー大 管 長 の生

涯 を 完 全 な もの に した」 とい う。

ハ ロル ド ・ビ ンガ ム ・ リー大 管 長 は

非 常 に 霊 的 な 人 で あ った。 彼 は主 と主

の 聖 徒 た ちを 深 く愛 して い た。 大 管 長

に聖 任 され て 間 もな く，彼 は この よ う

に語 つた 。

「私 た ち は主 の 霊 的 導 きに す が るの

で あ る。 私 た ち はみ た まに 導 か れ て 動

くの で あ る。

私 は た だ この こ とを 望 む だ け で あ

る。 全 世 界 の教 会 員 に私 の 今感 じて い

る この親 愛 の情 が 届 い て， す べ て の 人

が私 の心 の 内 と愁 の愛 とを 知 る よ う に

と。 あ らゆ る人 が 大 管 長 会 と教 会 幹 部

の愛を知るようにと，あなたがた全員

に私の愛 と祝福を送る。」

り一大管長は，一致と全世界の聖徒

たちの兄弟愛を強調 した。

「私たちはイギ リス人でも ドイツ人

でもフランス人，オランダ人，スペイ

ン人，イタリア人でもない。私たちは

皆末 日聖徒イエス ・キリス ト教会のバ

プテスマを受けた教会員である。また，

使徒パウロが言うようにアブラハムの

子孫であり，約束に従って世継 ぎとな

る人々である。」．（１９７３年 ８月２５日， ミ

ュンヘ ン地区総大会）

大管長就任の際の彼の言葉は，自分

の召 しに対する課題であると同時に，

聖徒たちに与える告別の言葉ともなる

であろう。 「教会の安寧は，戒めを守

る教会員にかかっている。私の申し上

げられることで， これ以上 に大切なこ

とはない。あなたがたが戒めを守ると

き，．祝福が もたらされる。」

リー大管長の死去に伴い，大管長会

は自動的に解任され， ２名の副管長は

十二使徒評議員会に戻 り，新大管長の

選出と聖任まで十二使徒評議員会が教

会の管理組織 となった。 リー大管長の

突然の死に驚 く人がほとんどであった

が，移行は円滑に行なわれ，終始平静

であった。教会業務が引き続き整然 と

進め られるのを見て，非教会員の幾人

かは驚嘆の声をあげた。世の組織にみ

られるような抗争やかけ引きは無縁で

あった。聖徒たちは，主がすでに予言

者として働 く人を備えておられ，神殿

の中に集まった十二使徒評議員会が霊

感によりその人を選ぶと，知ってい＃

の で あ る。

キ ンボ ール大 管長

ジ ョセ ブ ・ス ミス の死 以 来 ， 代 々 十

二 使 徒 評 議 員 会 会 長 で あ る先 任 使 徒 が

教 会 の大 管 長 に な っ て．きた 。 １９７３年 １２

月 ３０日 日曜 日， 十 二 使 徒 評 議 員 会 は ソ

ル ．トレー ク神 殿 に集 ま り， 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 大 管 長 に ス ペ ン サ

ー ・ウ ー り一 ・キ ンボ ール を選 んだ
。

彼 は 副管 長 に Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー，

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ーを 指 名 した。

キ ンボ ー ル大 管 長 は エ ズ ラ ・タ フ ト

・ベ ン ソ ン長 老 を 十二 使 徒 評 議 員 会 会

長 に任 命 した。 そ の後 ベ ンソ ン長 老 が

十二 使徒 評 議 員 会 を代 表 して， キ ンボ

ー一 ル 大 管 長 を第 １２代 教 会大 管 長 に聖 任

した 。 キ ンボ ー ル 大管 長 の使 徒 就 任 は

１９４３年 １０月 ７日で， 十 二 使 徒 評 議 員 会

会長 とな った の は １９７２年 ７月 ７ 日で あ

った 。 ベ ン ソ ン長 老 の使 徒 聖 任 の 日 も

１９４３年 １０月 ７日で．あ、った。 〔

キ ンボ ー ル 大管 長 は リー 大管 長 の死

去 に つ い て こ う語 って い る。 「私 た ち

は この こ とが起 こ らな い よ うに と祈 っ

た 。 ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管長 の た め

に 祈 った 。毎 日， 朝 な夕 な に， 私 た ち

は り一大 管長 の長 命 と福 利 を祈 っ た。

私 はそ の 責任 が私 に課 せ られ る か も し

れ な い こ とを 承 知 して い た 。 だ が私 は

そ れ を 求 め は しな か った。 今 ， 私 は 牟

だ 最 善 を 尽 くそ う と思 う。」 ＼

キ ン ボ ール 大 管 長 は， １８９５年 ３月２８

日 ソル トレ ー ク シチ ーに生 ま れ た。 父

は， ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 時 代 の 使

徒 で あ り副 管 長 で あ った ヒーバ ー ・Ｃ

・キ ン ボ ール の 末 の 子 の ひ と り
， ア ン

ド リュ ー ・キ ン ボ ール で あ る。

キ シボ ール 家 は１８９８年 ア リゾナ州 に

移 り， ア ン ドリュ ー ・キ ンボ ール は セ
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ン トジ ョセフステーキ部のステーキ部

長に召された。キンボール家にとって

は，教会が家庭生活の中心であり，子

供たちは奉仕 と労働の尊さを教え られ

た。

「私は執事 とレて聖餐を配 ったとき

のことを覚えている。教会で受けた最

初の責任は執事定員会の会長だった」

とキンボール大管長は語 る。

彼は少年時代，学資と伝道費用を貯

めるために酪農場で懸命に働いた。伝

道の召 しはスイス ・ドイツ伝道部であ

っ．た。しかし１９！４年に戦争が勃発 して，

伝道地は合衆国中央伝道部 に 変 わ っ

た。そこで彼は「管理宣教師」となり，

３０名の宣教師を指導下に置いた。それ

は指導者 としての特性を大きく伸ば し

た時期であった。

キンボール大管長は伝道を終えた後

アリゾナ大学に戻り，勉学を続けた。

そ してこの時代にカミラ ・アイ リング

嬢と出会い，１９１７年１１月に結婚 した。

翌年 １月， キンボール大管長はステー

キ部書記に召され， この責任をステー

キ部長である父が死去するまで６年半

にわたって務めた。彼は新 しく組織さ

１４８
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れ た ス テ ー キ部 長 会 の第 二 副 ス テ ー キ

部 長 とな り， ス テ ー キ部 長 会 で １２年 間

働 い た。 そ して ス テ ー キ部 が 分 割 され

る と， 新 し くで きた マ ウ ン トグ ラハ ム

・ス テ ー キ部 の ス テ ー キ部長 に 召 され

た 。 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 に 召 され た

の は そ の ６年 後 の こ とで あ った。

キ ン ボ ール 大 管長 は教 会幹 部 と して

召 され て か ら，福 音 を携 え て世 界 各地

を 旅 して ま わ った。 伝 道 事業 に彼 は非

常 な 愛 着 を持 ち， この よ うに語 っ て い

る。 「どの 国 か ら も も っと大 勢 の宣 教

師 が必 要 で あ る。 各 国か らで き る限 り

多 くの宣 教 師 を 出す べ きで あ る。 私 た

ちが そ の よ うに努 力 して ，扉 を 叩 けば

主 は道 を開 いて 下 さ り， これ ま で よ り

もず っ と多 くの こ とが 達 成 で き る こ と

を ， 私 は知 って い る。

私 は， 多 くの 神殿 が 立 って 世 界 各 国

の 人 々 に役 立 つ と きを心 待 ち に して い

る 。」

キ ン ボ ール 大 管長 は この よ うに述 べ

て い る。 「現 代 生 活 の諸 問題 は， も し

両 親 が正 しい生 活 を営 み， 子 供 た ち に

模 範 を示 す な らば， 家 庭 の夕 べ に よ っ

て 解決 で き る。 も し子 供 た ちが 年 若 く

して福 音 を守 り始 め る な らば ， 彼 らは

生 涯 を強 く生 き抜 くで あ ろ う。 私 た ち

に は主 の プ ログ ラムが あ る。 私 た ちが

教 会 で して い るす べ て の こ とは主 の業

で あ る。 今 ， 私 た ちは そ れ を よ り良 く

行 なお う と努 め な くて は な らな い 。」

キ ン ボ ール 大 管 長 は数 年 前 に大 きな

心 臓 手術 を 受 け たが ， 現 在 ， 健 康 は良

好 で あ る との診 断が 出 て い る。 キ ンボ

ール姉 妹 は 次 の よ うに言 った
。 「私 は，

主 は夫 を愛 して お られ る の だ と信 じて

疑 い ま せ ん 。夫 の健 康 に 関 して，それ が

奇 跡 で あ る と私 た ち は思 って い ます 。 ，



タナー副管長と姉妹 ロムニー副管長と姉妹 ベンソン会長と姉妹

２０年 間 に わ た って ， 夫 は主 の 力 を 受 け

て健 康 を維 持 して き ま した 。」

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ール 大 管 長

は， 常 に教 会 活 動 に積 極 的 に 携 わ って

き た。 彼 は， 主 に対 す る愛 と奉 仕 か ら

一 時 た り と もはず れ た こと が な か っ

た。

タ ナー副管 長

１９７３年 １２月 ３０日， Ｎ ・エ ル ドン ・タ

ナ ー副 管 長 は キ ンボ ー ル大 管 長 の 第 一

副 管 長 に任 命 され た が ， この 召 しに任

命 され たの は これ が ４度 目で あ る。 彼

は ２年 間 を 十 二 使 徒 補 助 ， １年 間 を 使

徒 と して ， 通 算 わ ず か ３年 間 を 教 会 幹

部 と して 働 いた 後 ， １９６３年 １０月 ， デ ビ

ッ ド ・０ ・マ ッケイ 大 管 長 の 第 二 副 管

長 と して 初 めて 大 管 長 会 に召 され た 。

その 後 ， ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィン

グ ・ス ミス 大 管長 の 第 二 副 管 長 ， お よ

び ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管 長 の 第 一 副

管 長 と して も働 いた 。

ロ ム ニ ー副 管 長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー副 管長 は，

１９４１年 ５月 ２３日，４３歳 の 年齢 で ヒーバ

ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管 長 に よ り十 二 使

徒 定 員 会 補 助 に任 命 され た。 その 後 １９

５１年 １０月１１日に は使 徒 に聖 任 され た 。

ま た １９７２年 ７月 ７日， ハ ロル ド・Ｂ ・リ

ー大 管 長 の第 二 副 管 長 に任 命 され た
。

ベ ンソ ン長 老

十二使徒評議員会会長の召 しについ

て，エズラ・タフ ト・ベ ンソン長老は

こう述べている。 「聖なる使徒職 人

に授けられる神権の最 も大きな職を受

けることは， この上ない名誉である。

しかしこの高貴な召 しを受けた人々の

グループの会長に召されることは，身

も霊 も圧倒されんばかりである。

私はへりくだり，感謝 してこの召し

を 受 け る。 この 業 を 愛 し， 親 しい友 で

あ る十 二 使 徒 の 兄 弟 た ち を愛 す るが ゆ

え に。 私 は彼 らの どん な指 導 に も喜 ん

で 従 いた い と思 う。」

ベ ンソ ン長 老 は， １８９９年 ８月 ４ 日ア

イ ダ ホ州 ホ イ ッ トニ ーの 家 で， ジ ョー

ジ ・Ｔ ・ベ ン ソ ン ・ジ ュ ニ ア とサ ラ ・

ダ ンク リー ・ベ ン ソ ンの １１人 兄 弟 の長

子 と して生 まれ た 。

ベ ンソ ン長 老 は農 場 で育 ち， 農 場 経

営 学 を学 ん だ。 彼 は農 業 に 関 した業 績

で 教 会 外 で も有 名 で あ り， そ の ひ とつ

と して， ２００万 農 家 を擁 す る連 邦 農 業

協 同組 合 の 推 進 が あげ られ る。彼 は ま

た， ドワ イ ト ・Ｄ ・アイ ゼ ンハ ワ τ内

閣 の農 務 長 官 を 務 め た 。

ベ ンソ ン長 老 と フ ロ ー ラ夫 人 に は ふ

た りの息 子 と ４人 の 娘 ， ３０人 の孫 が あ

る。 夫 妻 は家 族 を 誇 りに して い る。

ベ ンソ ン長 老 は教 会幹 部 と して世 界

の各 地 を まわ った 。 彼 の語 る と こ ろ，

聖 徒 た ち は強 い証 を 感 じ，主 と聖 徒 た

ち に対 す る大 き な愛 を感 じた 。彼 は実

に神 の 人 で あ る。
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大 管長 会 メ ッセ ー ジ

・心 の 傷 を い や す

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー 大 管 長

どこの国においても，身内の者を失なって心中に葛藤を覚

えた人が何千何万 といる。また，現在まさにそのような境遇

にある人 もあるだろう。心に平安を得たいと渇望する人々に，

私たちは何と言えばよいのだろうか。どう言 って恐れを静め

るように語 りかけ，心の傷をいや してあげればよいのだろう

か。また，今 日のすさんだ試練の時代を越えて，現世のかな

たにある来世で希望や夢が実を結ぶことを悟 らせ，その時を

待ち望ませるには，何 と言ってあげればよいのだろうか。

ここで少 し聖典の中にある約束に注目していただき，それ

を簡単に説明 しよう。そうすることによって，理解 と平安 と

希望をこのメ ッセージでお伝えしたいと思 う。

主は弟子たちに，究極の平安がどこか ら来るかを示 された。

「わたしは平安をあなたがたに残 して行 く
。わたしの平安を

あなたがたに与える。わたしが与えるのは，世が与えるよう

なものとは異なる。あなたがたは心を騒がせるな，またおじ

けるな。」（ヨハネ１４：２７）

私たちの前途に横たわる永遠の世界をかいま見させるよう

な重要な出来事が，主の復活に続いて起 こったｐ主の復活に

いたるまでの経緯は，聖書に詳 しく記されている。聖書は，

キ ソス トが裏切 られた恐ろしい夜のこと，正義を全 くなぶ り

物に した，あの性急な法を無視 した裁判のことを記 して い

る。続いて私たちは，主が十字架の上で苦悩のうちに死んで

ゆかれた姿を，心眼を もって目撃することができる。主の埋

葬のために新 しい墓が用意されていた。 しか し，そのカルバ

リに近い園の墓は，再び空になっていた。そして，墓を守っ

てい．た守護天使が，輝か しい勝利の宣言をしたのであった，
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「も う こ こに は お られ な い
。 …… よみ が え られ た の で あ る。」

（マ タ イ２８：６）

こ こで復 活 体 の主 が 最 初 に 目撃 され た 。 そ れ は あ らゆ る点

で 完 全 な， 完 成 され た イ エ スで あ り， 人 々 が 生 前 に 知 って い

た と同 じ， 触 知 し得 る ま ぎれ もな い イ エス で あ った 。

しか し， 最 初 の復 活 の朝 に起 こ った の は， それ だ けで は な

か った。 予 言 者 モ ー セの もと に苦 闘 して いた 民 に， 主 は モー

セ を通 して希 望 の約 束 を され た 。そ して そ の約 束 を成 就 して ，

次 の言 葉 ， す な わ ち荒 野 で 試 練 を 受 け苦 しんだ 後 に ， 「あな

た の死 人 は生 き返 り， 私 の な きが らは よみ が え りま す 。」 （イ

ザ ヤ２６：１９， 新 改 訳 ） と い う約 束 を 与 え られ た 。

聖 書 の マ タ イ の記 録 は ， ８００年 後 に その 約 束 が 成就 した 驚

くべ き状 況 を伝 えて い る。 そ こを 読 んで み よ う。 「ま た墓 が

開 け， 眠 っ て い る多 くの聖 徒 た ち の死 体 が 生 き返 った 。 そ し

て イ エ ス の復 活 の の ち， 墓 か ら出 て きて ，聖 な る都 に は い り，

多 くの人 に現 われ た 。」 （マ タ イ２７：５２， ５３）

愛 す る人 々 の死 を悲 しんで い る方 々， この 日 の こ とを 考 え

て い た だ き た い。 皆 様 の愛 す る人 々 の墓 は開 け， 彼 らの 体 も

同 じよ うに 出 て きて， 生 き て い る人 々 の 国 に は い り， 多 くの

人 に現 わ れ るで あ ろ う。 ア メ リカ大 陸 の予 言 者 た ち も， 完 全

な 復活 体 に つ い て説 明 して い る。 そ の ひ と りは こう宣 言 して

い る。 「… … 一 す じの髪 の毛 さえ も失 われ ず … … この よ うに

相 合 した もの は み な 霊性 体 とな っ て不 滅 とな り再 び 朽 ち る こ

とが な いの で あ る。」 （ア ル マ １１：４４， ４５）

さ らに， 死 ん で墓 の か な た に行 った人 々 に， もう ひ とつ の

栄 光 に輝 く期 待 が あ る。 主 と弟子 た ちが ， サ マ リヤの ヤ コブ

の井 戸 で ，女 に 井戸 の水 を飲 ませ て欲 しい と頼 んだ と き， 主

は この 女 とそ の友 に 次 の よ うに宣 言 さ れ た。 この宣 言 は来 世

の 状 況 につ いて視 野 を大 き く開 く もので あ る。 それ は最初 に

予 言 の 言葉 で始 ま って い る。 「よ くよ くあ なた が た に言 って

お く。 死 ん だ人 た ちが ， 神 の子 の 声 を 聞 く時 が 来 る。 今 す で

に きて い る 。」 そ して， これ を 聞 いて 誤 解 が 生 じな い よ うに

す る た めで あ ろ うか ， 繰 り返 して 言 わ れ た ， 「この こ とを 驚

くに は及 ば な い。 墓 の中 に い る者 た ちが み な 神 の 子 の声 を 聞

き，善 を お こな っ た人 々 は，生 命 を 受 け るた め に よ みが え り，

悪 を お こな った人 々 は，… … さば きを 受 け るた め に よみ が え，

っ て， そ れ ぞ れ 出 て くる時 が 来 るで あ ろ う。」 （ヨハ ネ ５ ：

２５， ２８， ２９）

死 ん だ人 々が 再 び 神 の 子 の 声 を 聞 け る とは ，何 とい う輝 か

しい約 束 で あ ろ うか 。

時 間 の関 係 で ， 救 い主 の復 活 に関 して ， も．うひ とつ の重 要

な出 来 事 を 簡 単 に取 り上 げ るに と どめ よ う。 主 の体 は， 復 活



「人はそれぞれ罪から救われるために，でき

る限 りのことをしなければならない。そうす

れば，イスラエルの聖者による賄いの恵みに

あずかることを期待できる。」

して 出 て こ られ る まで ， ３日間 墓 の 中 に横 た わ って いた こと

を 覚 え て お られ るだ ろ う。 ま た， 救 い主 が 復 活 の後 ， 弟 子 た

ち の 問 に約 ４０日間滞 在 さ れ，飲 食 を共 に し，教 え られ た こ と，

聖 霊 の 賜 を与 え られ た こ と も思 い 出 さ れ よ う。

主 は そ の 間， 体 が 墓 に ３日横 た わ って い た と き， どん な こ

とが起 こ った か を 弟 子 た ち に話 され た に違 い な い。 なぜ な ら

使 徒 の頭 で あ った ペ テ ロが， 書 簡 の中 で主 の体 が 墓 に横 た わ

って いた ３日間 に起 こ った こ とを， 次 の よ うに説 明 して い る

か らで あ る。 「…… 霊 に お い て は生 か され た の で あ る。 こ う

して， 彼 は獄 に捕 わ れ て い る霊 ど もの と こ ろに 下 って 行 き，

宣 べ伝 え る こ とを さ れ た。 これ らの霊 と い うの は， む か しノ

ア の … … い た間 ， … …従 わ なか っ た者 ど もの こ とで あ る。 …

…」 （１ペ テ ロ ３ ＝１８， １９） そ して そ の理 由 を 次 の よ うに述

べ て い る。 「亮 人 に さ え福 音 を 宣 べ 伝 え られ た の は，彼 らは

肉 に お いて は人 間 と して さば きを 受 け るが ， 霊 に お いて は神

に従 っ て生 き る よ う に な るた めで あ る 。」 （１ペ テ ロ ４ ：６）

確 か に私 た ち は， だ れ かが 死 んで そ の人 を失 っ た と き， 悲

しみ い たむ 。 こ とに栄 光 あ る復 活 の望 みを もた な い者 の ため

に， さ らに歎 き悲 しま な け れ ば な らな い。 ま た使 徒 パ ウ ロの

次 の言 葉 は， 私 た ち に平 安 と慰 め を与 え る確 か な 宣 言 で あ

る。彼 は説 明 して い る。 「ア ダ ムに あ っ てす べ て の人 が 死 ん

で い るの と同 じよ うに， キ リス トに あ っ て す べ て の人 が 生 か

され るの で あ る 。」 （１コ リ ン ト１５：２２）

西 大 陸 の 古 代 の 予 言者 は， 人が 現 世 に お い て も来 世 に お い

て も この永 遠 の特 権 の 中 で最 高 の もの を得 る に は， ど の よ う

な 義務 を果 た さな け れ ば な らな い か を， わ か りやす い言 葉 で

明確 に示 して い る。 「だ か ら私 た ちが 力 を つ く して書 き誌 す

の は， 自分 た ち の子 孫 と兄 弟 た ち を説 得 して キ リス トを信 じ

させ ， 神 との 一 致 を得 させ るた め で あ り， そ れ は人 が 最 善 を

つ く して は じめ て， 神 の め ぐみ に よ り救 わ れ る こ とを知 って

い るか らで あ る。」 （皿ニ ー フ ァイ２５：２３）

言 いか え れ ば ， 人 は そ れ ぞ れ 罪 か ら救 わ れ るた め に， で き

る限 りの こ とを しな け れ ば な らな い の で あ る。 そ うす れ ば，

イス ラエ ル の聖 者 に よ る瞭 い の恵 み に あず か る こ とを期 待 で

き る。 す べ て の 人類 は， 福 音 の お き て と儀 式 とを守 る こと に

よ って 救 わ れ るか らで あ る。

イ エ ス が 瞭 った の は， ア ダ ムの轡 だ け で は な く， 全 人 類 の

罪 も含 ま れ て いた 。 しか し，個 人 の罪 が 赦 さ れ る か ど う か

は， 個 人 の 努 力 に か か って お り， 人 は 自分 の な した業 に応 じ

て 裁 か れ る。

復 活 は す べ て の 人 に来 るが， キ リス トに従 う者 だ けが ， 永

遠 の 救 い とい う豊 か な 祝福 に あず か る こ とが で き る。 聖 典 は

この こ とを明 らか に して い る。 パ ウ ロは ， ヘ ブル 人 に イ エ ス

の ことを 説 明 して ， こ う書 いて い る。 「彼 に従 順 で あ るす べ

て の 人 に対 して ， 永 遠 の救 いの 源 とな」 られ た。 （ヘ ブ ル ５

：９）

さて， あ の栄 光 に輝 く 日に， イ ス ラエル の 聖者 が 死 に打 ち

勝 た れ た の で ，私 た ち全 人 類 の前 に贈 い の計 画 が 示 され る こ

と とな った。 今 や だれ ひ と り と して この 恵 み に あず か らな い

者 は い な い。 そ こで 私 た ち は， この復 活 祭 の 朝 ， パ ウ ロ と共

に次 の よ うに喜 び の叫 び を あ げ る こ とが で き よ う。 「死 は勝

利 に の ま れ て しま った。 死 よ， お ま えの 勝 利 は， ど こに あ る

の か 。 … … しか し感 謝 す べ き こ とに は， 神 はわ た した ちの主

イ エ ス ・キ リス トに よ って ， わ た した ち に勝 利 を 賜 わ った の

で あ る。」 （１コ リン ト１５：５５， ５７）

私 は， 全 地 の人 が ひ と り残 らず ， 人 類 の救 い主 の 贈 いの重

要性 を さ らに 十分 理 解 す る よ うに，へ り くだ っ て祈 って い る 。

この救 い 主 は ，私 た ち を永 遠 の生 命 へ 導 く， す なわ ち神 と キ

リス トの 住 み た も う所 へ導 く救 い の計 画 を， 私 た ち に与 え ら

れ た 。 私 は，皆 様 や私 の た め に命 を捧 げ て下 さ っ た方 の聖 な

る名 前 に よ って ， 以上 の こ との た め誠 心 誠 意 祈 り， 以 上 の 真

理 に つ いて ， 心 か ら証 す る もの で あ る。 誠 に然 り，アー メ ン。

４ 膨、

１５１
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この世の歴史が最後まで書き上げ ら

れて，歴史上の出来事を永遠の見地に

立 って評価するとするならば，その多

くの出来事は取 り上げるにふさわ しい

ものかどうかという点で競い合うであ

ろう。 しか しなが’ら，これまでこの地

上に生を受けた人々，あるいはこれか

ら生を受ける人々すべてに対するその

意義について考えるとき，救い主の生

涯における最後の週の出来事ほど偉大

な意義深い週 は史上にまたとないと，

ためらわずに言うことができる。その

最後の週 とは，勝利のエルサレム入 り

を行なった日曜日の朝から，復活を遂

げた次の日曜 日の朝までである。 この

週の数々の出来事，特にゲ ッセマネの

園での出来事と復活のときに起 こった

出来事がなければ，その他すべての事

柄は全 く意味を失 うのである。

このような記事は，聖典に記録され

ているその週の出来事を詳 し く論 ぜ

ず，ただ列挙するだけで も明 らかに十

分であろう。それで この記事では， 日

にひとつかふたつの出来事のみを取 り

上げて幾分詳 しく論 じ近またその他の

事柄についてはごく簡潔に述べること

にする。

最 初 の 日 （日曜 日）

創 造 の とき以 来 ， 週 の最 初 の 日は 日

１５２

曜 日で あ る。 この 日曜 日， す なわ ち史

上 最 も大切 な週 の最 初 の 日に， 救 い主

は 小 さな村 ベ タニ ヤ を発 ．って，坂 道 を，

５キ ロ ほ ど離 れ た エ ル サ レム に向 か っ

た。 救 い主 は，親 し く して い た マ リヤ，

マ ル タ， ラザ ロ と一 緒 にベ タ ニ ヤ の村

で そ の 安息 日を過 ご され た ので あった。

救 い主 は， ベ テ パ ゲ付 近 で 弟 子 た ち

を遣 わ して， 御 自分 が ろ ば に乗 っ て エ

ル サ レ ムに入 る こ とが で き る よ う に，

小 さな ろ ば を連 れ て来 させ た もう た。

この こ とは， 予 言 を成 就 す る ばか りで

な く， イ エ スが 平 和 の うち に来 られ た

こ とを示 す もので もあ っ た。

マ タ イが 記 録 して い る よ う に， 非 常

に大 勢 の群 衆 が 出て 来 て ， 主 の 前 に 自

分 た ち の上 着 と木 の 枝 を 敷 き， 主 を 迎

え た。 そ して 叫 び 続 けた 。 「ダ ビデ の

子 に， ホサ ナ。 主 の 御 名 に．よ って きた

る者 に， 祝 福 あれ 。 い と高 き所 に， ホ

サ ナ。」 （マ タイ２１：９）

これ らの行 為 は す べ て敬 意 の表 わ れ

で あ り， 「ダ ビデ の子 」 とい う呼 び か

け は ，群 衆 が救 い主 イ エ ス を長 い 間待

ち望 ん で い た メ シ ヤ と して受 け入 れ た

こ とを物 語 って い る。 なぜ な ら， これ

は メ シ ヤに宣 べ る言 葉 と して定 め られ

て い た神 聖 な称 号 だか らで あ る。

なぜ 信 仰 心 の あ る一 般 民 衆 に， イ エ

ス ・キ リス トを メ シ ヤ と して受 け入 れ

る備 え が で きて い る はず が な い と言 え

るの だ ろ うか。 イ エ ス は予 言 者 の 言 葉

を成 就 しな か った だ ろ うか 。 予 言 者 が

語 って い た よ うに， ダ ビデ の 子 孫 を 通

じて の ユ ダ の子 孫 で は なか っ ただ ろ う

か。 ベ ツ レヘ ム の町 で ， マ リヤ と呼 ば

れ る処 女 か ら生 まれ て い た ので は なか

った か。

イ エ ス は，エジ プ トか ら呼 び 出 さ れ，

ナ ザ レで成 長 し， ま た数 々 の出 来 事 を

通 して， 自然 界 と人 間 の諸 器 官 を 統 御

す る力 を あ らわ さ れ た ので は なか った

か。 イ エ ス は， 水 をぶ ど う酒 に変 え，

風 と波 を鎮 め， 足 な え， 盲 人 ， つ ん ぼ

を癒 さ れ た。 ま た確 か に死 ん で いた 人

を再 び よ みが え らせ た も うた 。 これ ら

は すべ て， 予 言 者 に よ って そ の成 就 が

告 げ られて い た 「偉 大 な 奇 蹟 」 の 一 部

で あ る。 ま た予 言 者 ゼ カ リヤが 予 言 し

た よ うに， 救 い主 は ろば に乗 って ，聖

な る エル サ レムの 都 に入 った の で あ っ

た。

一 般 民 衆 が 大 挙 して イェ ス に従 い
，

「ダ ビデ の 子 」
， メ シ ヤ と して迎 え た

とて ， 何 ら驚 くには 及 ば な い。 明 らか

に多 くの 人 々は ， イ エス が今 こそ都 に

入 り， す で に メ シ ヤに つ い て宣 べ られ

て い る他 の 数 々 の予 言 が成 就 す る の を

期 待 して い た。 そ の予 言 の中 に は， メ

シ ヤが イス ラエ ル の軍 を治 め， 彼 らを
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率いて諸 々の敵を打ち破 り，地上に平

和と公明，正義の時代を打ち建てると

いう予言がある。イエスはそれまでの

行ないで予言者の言葉を成 就 して い

た。従ってその時も確かに予言者の言

葉の残りを成就するはずであった。
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歴史 と予言者が示 してきたように，

当時の信仰篤いユダヤ人は，救い主が

再降臨のときに行なわれるはずのこと

を，最初の降臨のときに行なわれるも

のと考えていたことに大きな誤 りがあ

った。モルモン経の予言者ヤコブは，

ゲッセマネの園

ド ロ ウ

救 い主 の 誕生 され る何 百年 も前 に， ユ

ダ ヤ人 は メ シ ヤが 来 られ て も 「思 い違

い を して 」 （ヤ コ ブ ４ ：１４）メ シ ヤ を拒

む で あ ろ う と告 げ て い る。

救 い 主 は そ の後 ， 「カイ ザ ル の もの

は カ イザ ル に … …返 しな さい」 （マ タ

イ２２：２１） ， ま た 「わ た しの 国 は この

世 の もの で は な い」 （ヨハ ネ１８：３６）と

い う言葉 を残 さ れ た 。 そ こで人 々 は，

「ダ ビデ ゐ子 に
， ホ サ ナ」 とい う叫 び

声 を ， 「十字 架 に つ け よ」 とい う叫 び

に 変 え た の で あ った。 ま た後 に， 一 般

民衆 の 中 で イ エ ス を信 じて い た者 た ち

は イエ スに裏 切 られ た と思 い， そ の結

果 イ エ スを 敵 の 手 に渡 す こ とに 同意 し

た の で あ った 。 しか しエ ル サ レ ム入 り

した最 初 の 日曜 日に は， ま だ 「ダ ビデ

の 子 に， ホサ ナ」 と い う叫 び が上 が っ

て いた 。

これ らの 叫 び 声 は， オ リブ 山 か ら谷

を 越 え て ， 神 殿 ま で達 して い た 。 そ 、ζ

に は， パ リサ イ 人 と， 嫉 妬 深 い 宗 教 指

導 者 ， 国事 の 指 導 者 が 集 ま って い た 。

彼 らは民 衆 が 救 い主 に与 え る この賛 辞

に驚 異 の 目を 見 張 り， 「世 を あげ て 彼

の あ と を追 って 行 っ たで はな いか 」（ヨ

ハ ネ１２：１９） と叫 ん だ。

救 い主 は エル サ レムの 近 くまで 来 ら

れ る と， そ の住 民 に下 る将 来 の滅 び の

こ とを心 に深 く思 い， そ の都 を 見 て 涙

１５３
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を流 され た。 エル サ レム に入 って もな

お救 い主 の心 は騒 いで いた 。 そ こで 天

父 に祈 られ た 。 「父 よ， この時 か らわ

た しを お 救 い 下 さい 。 しか し， わ た し

は この た めに ， この 時 に至 っ た の で

す 。」 す る、と天 か ら声 が あ った。 あ る

人 々 はそ の 声 は雷 だ と言 い， ま た ほ

か の 人 々 は 「御 使 が 彼 に 話 しか け た の

だ」 と言 った 。 （ヨハ ネ１２：２７， ２９）

そ れ か ら救 い 主 は ，光 の子 に つ い て

教 え を 説 か れ た 。 そ れ は ，光 が 「も う

しば ら くの 間」 共 に あ る こ とを人 々 に

知 らせ ， 「光 の あ る間 に， 光 の子 とな

るた め に ，光 を信 じ」 るよ うに とさ と

す た めで あ った 。 （ヨハ ネ１２：３５， ３６）

１５４

そ れ か ら 「もはや 時 もお そ くな って い

た の で， 十 二 弟 子 と共 にベ タ ニ ヤ に出

て行 か れ た 。」 （マ ル コ１１：１１） １ぷ

第 ２日 （月曜 日）

翌 月 曜 日の早 朝 ， 救 い主 はま た ベ タ

ニ ヤか らエル サ レ ムへ 戻 られ た 。 マ タ

イ は この こと を次 の よ う に記録 して い

る。

「朝 はや く都 に帰 る と き
， イ エス は

空 腹 を お ぼ え られ た 。

そ して ， 道 の か た わ らに 一本 の い ち

じ くの木 が あ るの を 見 て， そ こに行 か

れ た が ， た だ葉 の ほ か は何 も見 当 らな

か った。 そ こで そ の木 に む か っ て，

『今 か ら後 い つ ま で も， お ま え に は実

、が な らな い よ うに 』 と言 わ れ た。 す る

と， い ち じ くの木 は た ち ま ち枯 れ た。

弟 子 た ち は これ を見 て， 驚 い て言 っ

た。 「い ち じ くが ど う して， こうす ぐ

に枯 れ た の で し ょ う。」」 （マ タ イ２１：

１８－ ２０）

い ち じ くの木 が 枯 れ た こ の 出 来 事

は， 救 い主 の現 わ さ れ た他 の奇 蹟 と非

常 に異 な って い る た め に， 多 くの人 々

が理 解 に苦 しむ 。これ ま で救 い主 は，苦

しむ者 の苦 悩 を取 り去 り， また 人 を 益

す る 目的 と祝 福 の た め に惜 し気 な く力

を使 って こられ た 。事 実，死 者 を よみ が

え らせ た も うた こ と も あ った。 しか し



エルサ レムの城壁を背 にするキ ドロソの谷

エルサ レムの神殿用地。 右の建 物は，回教

寺院 「岩の堂Ｊ

ここで救い主は，最後の裁 きについて

告げるため，いちじくの木を枯 らされ

たのである。弟子たちはこの出来事か

ら，紛れもな くひとつの偉大な教訓を

学んだのである。彼 らは特に，救い主

が人に生を与えるだけでな く，死をも

た らす力をも備えておられることを確

かにここで理解 したのであった。 これ

によって彼 らは，救い主ならば，以前

言われたように，自らの意志で命を与

えることがおできになるかも知れない

と感 じた。弟子たちはその週を終える

前に， この教えを思い起こす機会を得

たのであった。 り

弟子たちはこの出来事か らもうひと

つ の 教 え を 学 ん だ と思 わ れ る。そ れ は，

弟 子 た ち も， その 他 いか な る人 で あ っ

て も， 実 際 に な い状 態 を 装 うべ きで は

な い と い う ことで あ る。 葉 の 繁 った い

ち じ くの 木 は， 実 を 持 って い るか の よ

う に装 って い た 。普 通 ， い ち じ くの葉

と実 は一 緒 に生育 す るか らで あ る。 し

か し葉 の繁 った この い ち じ くの 木 は，

それ に反 して 実 を 結 ん で いな か った 。

ジ ェ ー ムズ ・Ｅ・タル メ ー ジ長 老 は，

そ の木 は 実が な い た めで は な く （３月

末 か ら ４月 上 旬 にか け て は， い ち じ く

の 木 は どれ も同 じ状 態 で あ っ た） ， 実

を 結 ん で い るか の よ うに見 え， 「偽 善

者」 を 象 徴 して いた の で の ろ わ れ た ，

と解 釈 して い る。

週 の第 ２日の 日 に起 こ った も うひ と

つ の 出来 事 は宮 清 めで あ る。 あ る福 音

研 究 家 は， マ タ イ２１：１２とル カ１９：４５

か ら， この 出来 事 を最 初 の 日， 日曜 日

の こ と と して い る。 しか しなが ら， マ

ル コ１１：１１， １５か ら， これ を 月 曜 日 に

起 こ った 出来 事 と解 釈 して い る人 もい

る。

正 確 な 日は 別 に して， 救 い主 が 先 に

神 殿 か ら両 替 人 を追 い払 った 時か らそ

の 週 ま で は ３年 経過 して い た 。３年前 ，

救 い主 は 「わ た しの 父 の 家 を商 売 の家

とす る な」 （ヨハ ネ ２ ：１６） と言 って

彼 らを責 め られ た 。しか し この たび は，
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救 い主 は御 自分 が メ シ ヤで あ る こ とを

公 言 し， 神 殿 を 「わ た しの家 」 と言 っ

て お られ る。 救 い主 は聖 文 を 引 用 して

言 われ た。 「「わ た しの 家 は，祈 りの家

とと な え らるべ きで あ る』 と書 い て あ

る。 そ れ だ の に ， あな た が た は そ れ を

強 盗 の 巣 に し て い る。」 （マ タイ２１：

１３） そ の週 の終 わ る前 に， 救 い主 は

そ の 神 殿 に つ い て エ ル サ レム の反 抗 的

な住民たちに， 「見よ，おまえたちの

家は見捨てられて しまう」 と言われる

のである。（マタイ２３：３８） 所有者を

表わす言葉か このように変わったこと

は，興味深 くもあり，重要でもある。

心のかたくなな宗教指導者たちは，

救い主のこの態度に腹を立てた。そ し

て， 「祭司長，律法学者また民衆の重

立った者たちはイエスを殺そうと思 っ

て い た 。」 しか し一般 の民 衆 は 「熱 心

にイ エス に耳 を傾 け て い た 。」 （ル カ１９

：４７，４８）

祭 司長 ，律 法 学 者 た ち は， 救 い主 が

神 殿 で み も とに来 た盲 人 と足 な えを 癒

され た の を見 て， さ らに立 腹 した 。 ま

た，神殿 で子 供 た ちが 「ダ ビデ の子 に，

ホ サ ナ」 と叫 ん で い るの を 聞 い て怒 っ

た。

欝 誕 劇ノ職盤 畷鱒 磁

嘩

懸 騨琴耀響耀，
毒 、 ％ ’

ゆ

難

膏

冨騨 謬

写 ．

塵譲懸

毒 ぜ ミ軸

愛 覧

嚢騰鰯響
轟織声

蜘 轟．

瓢帳晒驚

懸
へね 　 ゆ も

こ艦 輿 轟
杁灘

エルサ レムか ら望むオ リフ山
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マ タイ は次 の よ うに そ の 出来 事 の 記

録 を 結 ん で い る。 「祭 司 長 ， 律 法 学 者

た ち は， … … イ エ ス に言 っ た， 『あ の

子 た ちが 何 を言 っ て い る のか ， お聞 き

で す か』。 イ エ ス は彼 らに言 われ た ，

「そ うだ， 聞 い て い る。 あ な たが た は

「幼 な子
， 乳 の み子 た ち の 「］に さん び

を備 え られ た」 とあ る の を読 ん だ こ と

が な い の か」。

そ れ か ら， イ エ ス は彼 らを あ とに残

し， 都 を 出 て ベ タニ ヤ に行 き， そ こで

夜 を 過 ご され た 。」（マ タ ・イ２１：１５－ １７）

第 ３日（火曜日），第 ４日（水曜 日）

火曜日と水曜日の出来事は，その多

くが相互に関連 しており， さらにそれ

らがどちらの日に起 こったものか聖典

か らは必ずしも判然 としないので， こ

こでは一緒に取 り扱 う。

しか しなが ら，一般民衆がメシヤに

愛と関心を示 した日曜日と月曜 日の出

来事以降，国事と宗教上の指導者は共

に，民を率いる主の力に恐れを感 じた

と，はっきり記録 されている。彼 らは

救い主に挑み，民衆の目前で存分に信

頼を失わせることができると考えた。

このため，彼 らは時間をかけてよこし

まな質問を計画 し，救い主の信頼を失

わせることにした。／

救い主が神殿に入 られたとき，神殿

の聖職者を代表 して，最初の一団が質

問するために来た。彼 らは，救い主が

両替人を追い払い，また神殿を 「強盗

の巣」にしてい６ると非難 したことのみ

を心に留めていた。彼 らは，綿密に準

備 した質 問 を もっ て救 い主 に語 りか け

た。 「何 の権 威 に よ っ て， これ らの 事

をす るの です か 。 だれ が ， そ うす る権 ．

威 を授 け た ので す か 。」 （マ タイ ２１：

２３）

救 い主 は それ に対 して この よ うに問

い返 され た。 「わ た し も一 つ だ け尋 ね

よ う。 あ な たが たが そ れ に答 えて くれ

た な ら， わ た し も， 何 の権 威 に よ って

これ らの事 を す る のか 。 あ なた が た に

言 お う。 ヨハ ネの バ プ テ ス マ は ど こか

ら きた の で あ った か。 天 か らで あ っ た

か， 人 か らで あ ったか 。」 （マ タ イ２１：

２４， ２５）

代 表 と して来 た者 た ちが ， 実 際 に彼

らの 信 じて い た こ とを も って答 えず ，

民衆 の反 応 を気 に して彼 らの答 え を老

慮 した こ とは 注 目に値 す る。

「彼 らは互 に論 じて言 った
， 『も し天

か らだ と言 え ば， で は， なぜ 彼 を信 じ

な か った の か，とイ エス は言 うだ ろ う 。

しか し，．も し人 か らだ と言 え ば， 群

衆 が 恐 ろ しい。 人 々が み な ヨハ ネを預

言 者 と思 って い るの だ か ら」。

そ こで 彼 ら は， 「わ た した ち に は わ

か り ませ ん 』 と答 え た。 す る と， イ エ

スが 言 わ れ た ，ｒわ た し も何 の権 威 に よ

って これ らの 事 を す るの か， あ な たが

た に言 うま い 』。」 （マ タ イ２１：２５－ ２７）

次 に救 い主 は問 う立 場 に代 わ り，「あ

なた が た は ど う思 うか」 とい う言 葉 に

は じ ま り，続 く ３つ の た とえ話 を集 ま

った 人 々 に され た 。 ふ た りの息 子 の た

とえ 話 と， 悪 い農 夫 の た とえ話 ， 王 子

の婚 宴 の た と え話 が そ れ で あ る。 （マ

タ イ２１：２８－ ４６；２２： １－ １４参 照 ）

次 の一 団 は， ヘ ロデ 党 で あ った 。 彼

らは ヘ ロデ と ロ ー マ の指 導 者 の 統 治 を

支 持 し， いか な る新 しい宗 教 指 導 者 を

も排 斥 しよ うと努 めて いた 。 彼 ら は次

の よ うな悪 計 に満 ち た質 問 を した。

「「そ れ で
， あな た は ど う 思 われ ます

か， 答 え て くだ さ い。 カ イザ ル に税 金

を納 め て よ い で し ょ うか ， い け な いで

し ょ うか」。

イ エ ス は彼 らの悪 意 を知 って 言 われ

た， 「偽 善者 た ち よ， なぜ わ た しを た

め そ う とす るの か。

税 に納 め る 貨 幣 を 見せ な さい』。 彼

らは デ ナ リー つ を持 って き た。

そ こで イ エ ス は言 わ れ た， 「これ は ，

だ れ の 肖像 ， だ れ の記 号 か』。

彼 らは 『カイザ ル ので す 」と答 え た 。

す る とイ エ ス は言 わ れ た， 『そ れ で は，

カイ ザ ル の もの は カ・イザ ル に， 神 の も

の は 神 に返 しな さい」。」 （マ タ イ２２：

１７－ ２１）

救 い主 を 陥 れ よ う と した 次 の 一 団

は ，サ ドカ イ人 で あ った 。彼 らは ユ ダ ヤ

教 の 一党 派 に 属 して お り， パ リサ イ人

に 公 然 と反対 し，復 活 の 教 義 等，宗 教 上

の 多 くの 論 点 で パ リサ イ人 と意 見 を異

に して い た。 この と きサ ドカイ人 た ち

は ， ひ と りの女 性 が ７名 の兄 弟 と次 々

に 結 婚 して は 死 に 別 れ て し ま う と い

う， 現 実 に は あ りそ う もな い極 端 な例

を あげ て 質 問 した 。「復 活 の 時 に は，こ

の 女 は ， 七 人 の うち だ れ の妻 な の で し

ょうか 」 とい うの が，そ の問 いで あ る ｇ

（マ タイ ２２：２８）
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救い主は，実際の問題点が，彼女は

だれの妻になるのかという点でなく，

現に復活があるのかないのかという点

にあることを感 じ取 られた。そして，
幽
，１

永遠 の結 婚 関係 は この地 上 で神 権 の権

能 に よ って発 効 す る こ とを指 摘 して ，

彼 らの質 問 に直 載 簡 明 に答 え られ た。

「復 活 の 時 に は
， 彼 らは め とっ た わ，

とつ い だ りす る こ とは な い」 と い う の

が， そ の答 え で あ っ た。

．次 に主 は，質 問 の 本質 に 切 り込 ん だ 。

「死 人 の復 活 につ い て は
， 神 が あ なた

が た に言 われ た言 葉 を読 ん だ ことが な

い の か。 「わ た しは ア ブ ラハ ムの 神 ，

イ サ ク の神 ， ヤ コ ブ の神 で あ る』 と書

いて あ る。 神 は死 ん だ 者 の 神 で は な

く， 生 きて い る者 の 神 で あ る。」 （マ タ

ノｆ２２：３０－ ３２）

そ の場 に居 合 わ せ た 心 の 正 直 な 者

は， 救 い主 の 使 わ れ た 論法 に， 口 を は

さむ 余 地 の な い こ とを す ぐに認 め た。

ア ブ ラハ ム， イサ ク， ヤ コブ は す べ て

何 百 年 も昔 に 死 ん で い るに もか か わ ら

ず ， なお 神 が 御 自分 は 彼 らの神 で あ る

と言 って お られ る。神 が生 きて い る者

の み の 神 で あ るな らば，ア ブ ラハ ム，イ

サ ク， ヤ コブ は な お生 きて い る に違 い

ない の で あ る。 そ こに い た律 法 学 者 の

う ち あ る者 た ち は言 っ た 。「先 生 ，仰 せ

の とお りで す 。」 そ の論 法 に サ ドカ イ

入 は沈 黙 して しま っ た。 そ して 「彼 ら

は そ れ以 上 何 もあ えて 問 いか け よ う と

しなか っ た 。」 （ル カ２０：３９，４０）

最 後 の一 団 はパ リサ イ人 で あ った 。

彼 らは質 問 を 準 備 して 来 た が， そ の 中
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の ひ と りの律 法 学 者 が 主 に尋 ね た 。

「先 生
， 律 法 の 中で ， ど の い ま しめが

い ち ば ん大 切 な の で すか 。」 （マ タ ・ｆ２２

：３６） マル コ は 次 の よ う に 記 して い

る。

「す べ て の い ま しめ の中 で
， どれ が 第

一 の もの で す か
。」 （マ ル コ１２：２８）

しか しなが ら， 救 い主 の答 え は は っ

き り して い た。 救 い主 は， モ ー セが イ

ス ラエ ル の人 々 に語 っ た とほ とん ど同

じ言 葉 で答 え られ た。 モ ー セ は そ の言

葉 を もっ て， 彼 らの子 供 た ち に熱 心 に

教 え る よ うに イ ス ラ エル に命 じた の で

あ っ た。 「『心 を つ く し，精 神 を つ く し，

思 いを つ く して ， 主 な る あ なた の 神 を

愛 せ よ』。 これ が い ちば ん 大切 な， 第

一 の い ま しめで あ る
。 第 二 も これ と同

様 で あ る， 「自分 を 愛 す るよ うに あな

た の 隣 り人 を 愛 せ よ』。」 （マ タイ２２：

３７－ ３９）

パ リサ イ 人 に そ の よ うに 答 え た後 ，

救 い主 は 次 に 問 う側 に な り， 彼 らに お

尋 ね に な った 。 「あ な た が た は キ リス

トを ど う思 うか 。 だ れ の子 な の か 。」

彼 らは す ぐに 「ダ ビデ の子 です 」 と答

え た 。

「イ エ ス は 言 わ れ た
， 『それ で は ど

う して， ダ ビデが 御 霊 に感 じて キ リス

トを主 と呼 ん で い る の か。１… …

この よ うに， ダ ビデ 自身 が キ リス ト

を主 と呼 ん で い る な ら， キ リス トは ど

う して ダ ビデ の子 で あ ろ うか 」。

イ エ ス に ひ と言 で も答 え う る者 は な

か っ た し，’そ の 日か らも はや ， 進 ん で

イ エ ス に質 問 す る者 も， い な く な っ

奄

た 。」 （マ タ イ２２：４２－４６）

そ れ か ら救 い主 は弟 子 た ちの 方 に 向

き直 り， 群 衆 の聞 こえ る所 で ，律 法 学

者 とパ リサ イ入 の偽 りの 教 え と習 慣 に

つ い て彼 らに教 え られ た 。救 い主 は，

自称 牧 師 に対 して しば しば偽 善 と い う

言 葉 を使 わ れ， 彼 らを 「へ び 」 ， 「ま

む しの子 ら」 と呼 ん で 非 難 の 言葉 を 結

ば れ た。 （マ タ イ２３：３３） 、

次 に救 い主 は， エル サ レ ムの こ とを

嘆 き， ま た この 地 にか つ て 送 られ た 大

勢 の予 言 者 と， さ らに民 が どの よ うに

た び た び これ らの予 言 者 を拒 ん だ か に

つ い て， 民 衆 に思 い起 こさ せ た も う

た。 救 い主 は また ，．破壊 が そ の民 と都

に下 る こと を宣 言 し，「そ の 石 一 つ で も

くず され ず に， そ こ に他 の石 の上 に残

る こと もな くな るで あ ろ う」 と祥 殿 に

つ いて も語 られ た 。 （マ タイ２４：２）

それ か ら救 い主 は オ リブ 山 に行 かれ

た 。 そ こで 弟 子 た ちは， ひ そ か に み も

と に来 て ， エ ル サ レ ムの 崩壊 と， 世 の

終 りま で続 くそ の後 の 出来 事 につ いて

の 予 言 を説 明 して下 さる よ うに と願 っ

た 。 こ⑱件 に 関 す る救 い主 の教 え は，

福 音書 の ３章 に わ た っ て い る。 （マ タ

イ２４， マ ル コ１３， ル カ２１）

さ らに これ らの教 えを 一 層 は っ き り

させ るた め に， 救 い主 は， この 神 権 時

代 に予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス にそ れ ら

を 明 うか に され た。 これ らの 教 え は，

高 価 な る真 珠 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス の 著

そ の一 と して公 に され て い る。 特 に救

い主 は 「われ これ らの こ とを 選 民 の た

め に汝 らに告 ぐ」（２３節 ） と語 って お ら



れる。それ故，救い主 とその教えを選

び，従おうと決心 した人はみな， これ

らの霊感に満 ちた教えを丹念に学びな

おす必要がある。

救 い主は，弟子たちからあげられた

それ らの問いに答えられた後，新約聖

書に記録 されている続 く３つのたとえ

話を語 って，その日の教えを結ばれた。

十人のおとめのたとえ話，タラントの

たとえ話，避けられない裁きのたとえ

話の ３つがそれである。

それか ら救い主はベ タニヤに戻 り，

そこで夜を過 ごし， 目前に横たわる苦

しい試練のために備えられた。

第 ５日 （木曜 日），第 ６日 （金曜日）

５日目，木曜 日の朝の出来事につい

ては，聖 典にはほとんど詳 しいことは

記されていない。記録によると，その

日のうちのいつか，イスカリオテのユ

ダは 「祭司長やパ リサイ人たち」とキ

リス トを裏切 り，彼 らの手に渡す こと

を謀った。また救い主は，過越の食事

をどこで用意すればよいかについて，

弟子たちに指示を与えられた。

過越の食事のときに幾つかのすばら

しい出来事が起 こった。エルサレムの

都のある人の 「席を整えて用意 された

二階の広間」で食事が行なわれた。（マ

ルコ１４：１４，１５参照） ここで，イスカ

リオテのユダが救い主を裏切る者であ

ろうことが，明 らかにされたわけであ

る。 こζで主の晩餐の聖餐が定められ

た。またζこで触．’救い主は弟子たちの

足を洗い，彼 らにこの儀式を引き続き

行 な うよ う告 げ られ た 。

ユ ダが そ の場 を 去 っ た後 ，救 い主 は

残 りの弟 子 た ち に次 の 言 葉 を も って 新

しい戒 め を与 え られ た。 「互 に愛 し合

い な さい。 わ た しが あ な たが たを 愛 し

た よ うに， あ な たが た も互 に愛 し合 い

な さい 。」 （ヨハ ネ１３：３４） ま た救 い主

が 「あ な たが 立 ち直 っ た と き に は， 兄

弟 た ち を 力づ けて や りな さ い 。」 （ル カ

２２：３２） とペ テ ロに勧 告 を与 え られ た

の も この 日で あ っ た。

救 い主 は， 間 もな く御 自分 が 弟 子 た

ち の も とを去 る こ と， しか し慰 めの な

い ま ま放 置 す る こ と は な く， 彼 らに

「別 の慰 め主 」 聖 霊 を送 る こと を
， 弟

子 た ち に告 げ られ た。 そ して ， 「聖 霊

は，あ なた が た に す べ て の こ とを教 え，

ま た わ た しが 話 して お い た ことを ， こ

と ご と く思 い起 こさせ る で あ ろ う」

（ヨハ ネ１４ ：２６） と， その 働 きを 説 明

され た。

次 い で救 い主 は， ぶ ど うの木 とそ の

枝 に つ い て の偉 大 な比 喩 を話 され た。

「わ た しは ま こ とのぶ ど うの木
， わ た

１しの 父 は農 夫 で あ る６ … わ た しはぶ ど

うの 木， あ な たが た は そ の枝 で あ る。

も し人 が わ た しに つ な が っ て お り， ま

たわ た しが そ の人 とつ なが らて お：れ

ば， その 人 は 実 を 豊 か に結 ぶ よ うに な

る 。」 （ヨハ ネ１５：１， ５）

これ に続 い て， 救 い主 は 「大 祭 司 と

して の祈 り」 を捧 げ て お られ る。 「父

よ， 時 が きま した 。 あ な た の子 があ な

たの 栄 光 を あ らわ す よ うに ，子 の栄 光

を あ らわ して 下 さい。

あ な た は， 子 に賜 わ った す べ て の 者

に， 永 遠 の命 を授 け させ るた め ，万 民

を支 配 す る権 威 を子 に お与 え に な った

の で すか ら。

永 遠 の生 命 と は， 唯 一 の ， ま こ との

神 で い ます あ な た と，ま た，あ なた が つ

か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを知 る

こ とで あ ります 。」（ヨハ ネ１７：１－ ３）

「時 が きま した」 とい う言 葉 め通 り
，

救 い主 は 間 もな く二 階 の部 屋 を 出 て ，

オ リブ 山へ ， ま たゲ ッセ マ ネの 園 へ お

もむ い た の で あ っ た。 そ こで は， 世 界

の歴 史 の 中 で最 も重 要 か つ 私 た ちの 理

解 を絶 す る よ う な 出来 事 が 起 こった 。

救 い主 が ア ダ ム と イ ヴ の原 罪 を 贋 わ れ

た の は こ こで あ る。 ま た 全 人 類 の 罪

を， そ の罪 を悔 い改 め る程 度 に応 じて

御 自分 の身 に受 け られ た の も こ こに お

い て で あ る。

ゲ ッセ マ ネの園 に お け る出 来 事 と，

続 く３ 日間 に起 こっ た事 柄 は非 常 に重

要 で あ っ た。 救 い主 は その た め に，「わ

た しは このた め に， この時 に至 った の

で す」 （ヨ～、ネ１２ ：２７） と語 られ た の

で あ る。 ご

救 い主 は，‘ゲ ッセ マ ネーの 園 を去 る に

あ た って ， ユ ダ と ．「祭 司長 ，宮 守が し

ち ， 長老 た ち」 に 会 った。 彼 らは救 い

主 を 裁 判 にか け るた め捕 え よ う と して

来 た の で．あ っ．た 。 （ル カ２２：５２）

そ の 夜 の残 る出 来 事 と， 翌 月 （金 曜

１日） の 主 要 な出 来 事 は， 四 福 音 書 の 著

者 に よ って あ げ られ て い る 。救 い主 は，

大 祭 司 （カ ヤ バ） とサ ン ヒ ドリン の前

に 引 き 出 され ， 不 法 な裁 判 にか け られ

１５９



ｒ

最 も 価 値 あ る 一 週 間

た。そこで救い主は初め，治安妨害の

罪に間われたが，次にユダヤの律法で．

は最 も重い（神の力を不正によそおう）

冒漬の罪で訴えられた。

救い主は 「あなたは神の子キリス ト

神を汚 したという罪状は，

ローマの法律で最も重い反

逆罪にす り替えられた。

な のか ど うか ， 生 け る神 に誓 って わ れ

われ に答 え よ」 （マ タイ ２６：６３） と直

接 に問 いた だ され た と き， 「わ た しが

それ で あ る」 （マル コ！４：６２） と きっ

ぱ り答：え られ た 。 す る と背 信 の 大祭 司

は 叫 ん だ 。 「彼 は 神 を 汚 した。 ど う し

て これ 以上 ， 証 人 の 必 要 が あ ろ う。」

「彼 は 死 に 当 る もの だ
。」 （マ タ イ２６：

６５， ６６）

この よ うに して， 史 上 最 も思 いが け

な い 出来 事 が 起 こっ た。 とい うの は，

神 の 力 を不 正 に よ そ お う こと な ど あ り

得 な い神 の子 イ エ スが ， 神 を汚 す 罪 で

有 罪 とさ れ た か らで あ る。 ア ダ ムが 堕

ち て以 来 ， 肉体 の 死 に打 ち勝 つ 力 を 持

つ唯 一 の御 方 で あ る イ エス が ， 死 を宣

告 され たか らで あ る。 しか しな が ら死

罪 を 宣 告 す る権 限 は， ロ ー マの 勅令 に

よ って ユ ダ ヤ議 会 か ら取 り上 げ られ て

いた 。 そ の た め サ ン ヒ ド リンの指 導 者

た ちは， 公 に 死刑 の判 決 が 下 され る よ

うに， 救 い主 を ピ ラ トの も と に 送 っ

た。

救 い主 は この よ う に して ， 当時 カイ
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ザ リヤ に住 み， た また ま ユ ダ ヤの 祭 の

た め に エル サ レ ム に来 て いた ユ ダ ヤの

総 督 ， ポ ンテオ ・ピ ラ トの前 に引 き出

され て， 裁 判 を 受 け る こと に な った 。

そ こで ピ ラ トは彼 らの訴 え を 聞 くと，

自分 は関 りが な い と告 げ た 。 そ の た め

そ の罪 状 は， ロ ー マの法 律 で 最 も重 い

反 逆 罪 にす り替 え られ た 。 反逆 罪 の嫌

疑 を救 い主 にか ぶ せ るた めに， サ ン ヒ

ドリ ンの者 た ち は， 救 い 主 が カイ ザ ル

に貢 を 納 め る こ とを 民衆：に禁 じた と，

偽 りの 訴 え を お こ した 。 （「カイ ザ ル の

もの は カ イザ ル に返 しな さい」 とい う

の が 実 際 の救 い主 の言 葉 で あ っ た。 マ

タ ・ｆ２２：２１）， また 彼 らは，救 い主 が 自

ら王 と名乗 った と言 って 非 難 し た。

（ル カ２３：２） そ こで ピ ラ トは救 い

主 に直 接 尋 ね た。 「あ な たが ユ ダ ヤ人

の王 で あ る か 。」 （ル カ２３：３） す る

とイ エ ス は， 「わ た しの 国 は この 世 の

もの で は な い」 と答 え られ た 。 （ヨハ

ネ１８：３６）

こ こで ピ ラ トは救 い主 に何 の 罪 も認

めず ， 釈 放 しよう と した 。 と こ ろが こ

の とき， 祭 司 の ひ と りが ， イ エ ス は

「ガ リラ ヤか らは じ めて この所 ま で」

反 逆 を 説 い て ま わ っ咋 と訴 え た 。 （ル

カ２３：５）

イ エ ス が ガ リラ ヤ人 で あ る こ とを知

るや ， ピ ラ トは す ぐに救 い主 を ヘ ロデ

の も とに送 って裁 い て も ら う こと に し

た。 ガ リラ ヤの領 主 で あ っ た ヘ ロ デ

も， 過 越 の祭 りの た あ に エル サ レ ム に

来 て い た。 しか し， 救 い主 はヘ ロデ の

投 げか け る問 い に答 え るの を拒 ん だ 。

嗣そ こで サ ン ヒ ドリンの者 た ちは
， 救 い

主 に死 刑 の 宣 告 が 下 され るよ うに と願

っ て， 再 び救 い主 を ピ ラ トの前 に連 れ

て 行 っ た。

ピ ラ トは なお も救 い主 に何 らの罪 も

見 出 せ なか った 。 そ こで ， 「彼 を む ち

打 って か ら， ゆ る して や る こ とに しよ

う」 （ル カ２３：１６） と言 った。 過 越 の

祭 の た び にひ と りの 囚人 を赦 す こ とを

習 わ しと して い た。 民 衆 は， ピ ラ トが

この 権 利 を イエ ス に与 え よ う と して い

た こ と に気 づ い た。 そ こで民 衆 は 「バ

ラバ を ゆ る して くれ」 （ル カ２３：１８）

と叫 ん だ。 こ う して暴 動 と殺 人 のか ど

で捕 え られ て い た者 が 赦 され ， 無 実 の

御 方が 残 さ れ た ので あ る。

ピ ラ トが 民 衆 に， イ エ スを ど うす る

よ うに願 っ て い る のか との 最 後 の 問 い

に対 し， 彼 らは大 声 で 叫 んだ 。 「十字

架 につ け よ， 彼 を 十 字 架 に つ け よ。」

（ル カ２３：２１）

そ こで ピ ラ トは， 自分 は この人 に何

の 罪 も見 出 さ なか った と答 え， そ の血

の 責 任 を 負 わ な い た め手 を洗 った。 す

る と 「そ の 血 の責 任 は， わ れ わ れ とわ

れ わ れ の子 孫 の上 に か か って もよ い」

（マ タイ２７：２５） とい う， 恐 ろ しい非

難 の 叫 び が あが っ た。 そ れで も ピ ラ ト

は ，救 い主 を罰 し， む ち打 つ だ けで 去

らせ よ う と した。 そ の と き， 「も しこ

の人 を許 した な ら， あ な た は カイ ザ ル

の味 方 で は あ りませ ん 。 自分 を 王 とす

る もの はす べ て ， カ イザ ル に そ む く者

で す 」 （ヨハ ネ１９：１２） と， とげ の あ

る言 葉 を 投 げ る者 が い た 。 こ の 言 葉



イエスが十字架にかけ られた丘 として多 くの

人に知 られているゴル ドソの カルバ リー

は， カイ ザ ル か ら今 の権 限 を受 けて い

る ピ ラ トに と って， 非 常 に痛 烈 な もの

で あ った こ とが わ か る。

この結 果 つ い に ピ ラ トは， 十 字 架 の

刑 に 同意 し， イ エ ス をむ ち打 つ た め兵

士 た ち に 引 き渡 した。

そ の後 イ エ ス は ゴ ル ゴ タへ の苦 しい

道 を歩 ま され た。 救 い主 の 肉体 は疲 れ

切 って しま っ た た め， ク レ ネ人 シ モ ン

が 十字 架 を運 ば さ れ る こ とに な った。

そ れ よ り先 ， ピ ラ トは， ヘ ブ ライ語

とギ リシ ャ語 ， ラテ ン語 で 「ユ ダ ヤ人

の王 ， ナ ザ レの イ エ ス」 とい う言 葉 を

十字 架上 に書 くよ うに命 じて い た。 ユ

ダ ヤ人 の指 導 者 た ちが ， そ の 言 葉 を

「ユ ダ ヤ人 の王 」 か ら 「この人 は ユ ダ

ヤ人 の王 と 自称 して い た」 と変 え る よ

うに 申 し出 た とき， ピ ラ トは答 え た。

「わ た しが書 い た こ とは
， 書 い た ま ま

に して お け」 と。（ヨハ ネ１９：２１， ２２）

救 い主 が十 字 架 に釘 づ け さ れ た の

は ， ６日 目 （金曜 日） の午 前 ９時 頃 で

あ った 。釘 づ け され た痛 み に もか か わ

らず， 救 い主 は静 か に ロー マ の兵 士 た

ち を見 お ろ して言 った。 「父 よ， 彼 ら

を お ゆ る し くだ さい。 彼 らは何 を して

い るの か， わ か らず に い る の です 。」

（ル カ２３：３４）

昼 頃 大 きな地 震 が起 こ った。 ほ か に

数 々 の こ とが起 こ ったが ， 聖 所 の幕 が

裂 け る とい う出 来事 もあ った 。 ま た，

太 陽 は光 を 失 い， 「全 地 は暗 くな って ，

三 時 に及 ん だ 。」 （ル カ２３：４４）
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午 後 の ３時 頃 ， 「わ が 神 ， わ が 神 ，

ど う して わ た しを お見 捨 て にな った の

で す か 」 （マ タ イ２７：４６） と，救 い主

曝叫 ん だ 。 次 いで 救 い 主 は 言 わ れ た。

「す べ て が 終 った
。」 （ヨハ ネ１９：３０）

地を治める権利を授け られ

ていた御方は，すべての者

が永遠に生きることができ

るように，御自分の命を捧

げられた。

「父 よ
， わ た しの霊 を み手 に ゆ だ ね ま

す 。」 （ル カ２３：４６）

この よ うに して， 御 父 か ら地 を 治 め

る権 利 を授 け られ て い た御 方 は， 私 た

ち すべ ．て の者 が 肉体 の死 を克 服 して永

遠 に生 き る こ とが で き る よ うに， 進 ん

で， 御 自分 の命 を捧 げ られ た ので あ っ

た。

宗 教 上 の律 法 に よ る と， 安 息 日 に遺

体 を 葬 らず その まま に して お く こ と

は， 良 くな い ことで あ った 。 そ こで 日

没 が 近 づ い たの で ， 救 い 主 に 従 って い

た 人 々 は， 遺体 を 十字 架 か らお ろ し，

急 ご しらえ で 不 完全 な が ら， 埋 葬 の準

備 を した 。 遺体 は， 弟子 の ひ と りで あ

る， ア リマ タ ヤの ヨ セ ブが 申 し出 た墓

に納 め られ た。

この よ う に して，’お そ ら く世 界 の歴

史 中最 も暗 い 日， ６日 目 の金 曜 日が終

わ った 。

第 ７日 （土 曜 日） ’・、 「 １．

１６２

救 い主 の体 が墓 に横 たえ られ て い た

第 ７日 目 の 出来 事 につ いて は， 新 約 聖

書 に は ほ とん ど記 され て い ない 。 四 福

音 書 の中 で 最 も広 く知 られ て い る の

は， 「お き て に従 って 安 息 日を 休 ん だ 」

（ル カ２３：５６） とい う， ル カの記 した

簡潔 な言 葉 で あ る。

しか し後 に ペ テ ロは， そ の ７ 日目 の

出来 事 を幾 つか 語 って い る。

「キ リス トも
， あ な たが たを 神 に近

づ け よ う と して， 自 らは義 な るか た で

あ る の に， 不 義 な る人 々の た め に， ひ

とた び罪 の ゆ え に死 な れ た 。 た だ し，

肉 にお い て は 殺 され た が， 霊 に お い て

は生 か され た の で あ る。

こ う して， 彼 は獄 に捕 わ れて い る霊

ど もの と ころへ 下 っ て行 き， 宣 べ伝 え

る こ とを され た。 … …

死 人 に さえ福 音 が 宣 べ伝 え られ た の

は， 彼 らは 肉 に お いて は人 間 と して さ

ば き を受 け るが ， 霊 に お いて は神 に従

って 隼 き る よ うに な る た め で あ る 。」

（１ペ テ ロ ３ ：１８， １９， ４ ：６）

救 い主 はま だ 十 字 架 にか け られ て い

た と き に， 死 後 た だ ちに何 を す るか に

つ い て 若干 ほ の め か さ れ た 。救 い主 は，

悔 い 改 め た犯 罪 人 に「あ な た は き ょう，

わ た しと一 緒 に パ ラダ イ ス に い る で あ

ろ う」 （ル カ ２３：４３） と約 束 され た。

これ よ り以 前 ， 救 い主 は死 後 の霊 界 に

お け る御 自身 の働 き につ いて 予 言 して

お られ た。

「よ くよ くあ な たが た に言 っ て お く
。

死 んだ 人 た ちが ， 神．の子 の声 を 聞 く時

が来 る。今 す で に き て い る。 そ して 聞

、

く人 は生 き るで あ ろ う。

そ れ は， 父 が ご 自分 の う ち に生 命 を

お持 ち に な って い る と同様 に ， 子 に も

ま た， 自分 の う ちに 生 命 を 持 つ こ とを

お 許 しにな った か らで あ る。

そ して 子 は 人 の 子 で あ るか ら， 子 に

さば きを 行 う権 威 を お与 え に な っ た 。」

（ヨハ ネ ５ ：２５－ ２７）

主 は この神 権 時 代 の教 会 の第 ６代 大

管 長 ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス に， 永 遠 の

中 のす べ て の時 の う ちで 最 も重 要 な 日

々で あ る と見 られ て い る この 大 切 な 日

に， 実 際 に起 こ った 事 柄 を 明 らか に さ

れ た 。 （「福 音 の 教義 」 第 皿巻 ， 第 ３７

章 ， 「死 者 の贈 い』 参 照 ）

「モル モ ン経 」 に も
， 遺 体 が エル サ

レ ムの墓 に横 た え られ て い た この ７日

目の イ エ ス の働 きが 幾 つか 記 され て い

’る
。 救 い主 が ア メ リカ大 陸 で 生 き残 っ

て い る ニ ー フ ァイ人 に闇 の中 か ら言 葉

をか け られ た の は， この 日で あ った 。

この と き救 い主 は彼 らに姿 を現 わ さな

か っ たが ， 次 の よ うに語 り か け ら れ

た 。

「見 よ
， わ れ は 神 の子 イ エ ス ・キ リ

ス トな り。 わ れ は天 地 とそ の中 に あ る

万 物 を造 れ り。 わ れ は最 初 よ り御 父 と

共 に在 り き。 而 して今 ， わ れ は御 父 に

在 り， 御 父 は われ に ま します ， 御 父 は

す で に わ れ に よ りて そ の御 名 の 栄 え を

示 した ま え り。

わ れ は，わ が民 の と ころへ 降 り しが ，

わ が 民 は われ を 受 け容 れ ざ り き。 す な

わ ち， わ れ が来 る こ とを示 す聖 文 はす

で に 事 実 とな りた り。



最 も 価 値 あ る 一 週 間

わ れ は， お よ そわ れ を 受 け容 れ た る

者 に み な神 の子 と な る権 能 を 与 え し

が ， この後 わ が 名 を 信 ず る一 切 の 者 に

もま た これ と 同 じ権 能 を 与 うべ し。 そ

は， われ に よ りて 瞭 い と救 い は来 り，

ま た われ に よ りて モ ー セの 律 法 は 目的

を達 して 効 用 な き もの とな りた れ ば な

り。」 （皿ニ ー フ ァ ／ｆ９ ：１５－ １７）

地 上 の多 くの民 の 中 で ， この ７日 目

は 自然 界 の暗 黒 の 一 日で あ った 。 しか

しそれ は， 歴 史 上最 も栄 あ る夜 明 け に

先 立 つ ， ほん の 短 時 間 の 夜 の 闇 に す ぎ

な か った 。

第 ８日 （日曜 日）

復 活 は ８日 目に起 こ った が ，実 際 の

経 過 日時 に よ る と， イ エ スが 前 の 日曜

日に ベ タ ニ ヤを 発 って エ ル サ レム に 向

か って か らま る １週 間 とは経 って い な

か った 。

マ グ ダ ラの マ リヤ と「ほか の マ リヤ」

が救 い主 の体 に塗 る た め の香 料 を 持 っ

て， 救 い主 の墓 へ 来 た の は， 「一 週 の

初 め の 日」 の 「朝 早 くま だ暗 い う ち」

で あ っ た， と ヨハ ネは記 録 して い る。

（ヨハ ネ２０：こ ） しか し彼 女 た ち は墓

が 空 に な っ て い るの を 見 た 。 す る とひ

と りの 御 使 いが 彼 女 た ち に，救 い主 の

体 が そ こ に な いわ け を説 明 した。

「恐 れ る こ とは な い
。 あ な た が たが 十

字 架 にお か か りに な った イ エ ス を捜 し

て い る こ とは， わ た しに わ か っ て い る

が ，も う こ こに は お られ な い 。か ね て 言

わ れ た とお りに， よ みが え られ た の で

あ る。 さ あ， イ エ スが 納 め られ て い た

１６４

暗黒と絶望は，救い主が復

活されたことによ って，光

と喜びに変わ った。

場 所 を ご らん な さ い。 そ して， 急 い で

行 って ， 弟 子 た ち に こ う伝 え な さい，

「イ エス は死 人 の 中 か らよ み が え られ

た… …」。」・ （マ タ・イ２８：５－ ７）

そ の よ う に して ， 暗 黒 と金 曜 日の絶

望 は，救 い主 が 死 人 の 中 か ら復 活 され

た こ と に よ って， 日中 の光 と喜 び に変

わ った 。 そ して， 肉体 の死 の縄 目は永

遠 に 解 か れ， す べ て の人 に死 後 の生 命

が 保 証 され た 。 これ に比 肩 で き る 出来

事 が歴 史 中 に ほ か に あ るだ ろ うか 。

そ の 日が終 わ る前 に， 多 くの人 々が

復 活 の事 実 を証 す る こ とが で き た。 な

ぜ な ら， 復 活 され た キ リス トが 姿 を 現

わ さ れ た だ け で な く， マ タ イが 記 録 し

て い る よ うに， そ の ほか に も復 活 した

人 々が 現 われ たか らで あ る。 「眠 って

い る多 くの聖 徒 た ちの 死 体 が生 き返 ら

た。 そ して イ エス の 復 活 の の ち， 墓 か

ら出 て きて ， 聖 な る都 には い り， 多 く

の人 に 現 れ た 。」 （マ タ イ ２７：５２，

５３） 圏

モル モ ン経 の民 も， これ らの証 を し

た 。 セー マ ン人 サ ム エ ルが 予 言 して い

た よ うに， 救 い主 が 東 大 陸 で復 活 され

た後 ， ア メ リ カの多 くの聖 徒 が 「よみ

が え りて多 くの人 々 に現 われ ， これ に

、

導 き と恵 み を … …」 （皿ニ ー フ ァイ ２３

：１１） 与 え た。

続 く数 週 間 内 に， 復 活 した キ リス ト

は何 度 か 姿 を現 わ され た。 マ グ ダ ラの

マ リヤ と そ の ほか の女 性 た ちに ， ま た

エ マ オへ 向 か うふ た りの 弟 子 に現 わ れ

た もう た。 ペ テ ロ に も現 わ れ， 復 活 し

た 日 に１０人 の 使 徒 た ち に も姿 を現 わ さ

れ た 。 さ らに復 活 の翌 週 （トマ ス を含

む ） １１名 の 使 徒 に 現 わ れ， ま た テ ベ リ

ヤの 海 岸 で ７名 の 弟子 に現 わ れ た も う

た。 ガ リラ ヤの 山 で は １１名 の使 徒 に，

また あ る と き は ５００名 以上 の兄 弟 た ち

に， さ らに昇 天 の と きに使 徒 た ち に姿

を 現 わ され た 。 モル モ ン経 に も， 復 活

した キ リス トが現 わ れ た も うた こ とが

記 され て い る。 キ リス トは ２，５００名 の

人 々 に， ま た後 に は もっ と多 くの人 々

に現 わ れ た も うた。

イ エ ス ・キ リス トの復 活 は， 当然 の

こ となが ら， 歴 史 上 最 も注 意 深 く記 録

され るべ き出来 事 の ひ とつ で あ る。 な

ぜ な ら， そ れ は世 界 の歴 史 の 中 で最 も

重 要 な週 の仕 上 げ の出 来 事 だ か らで あ

る。

救 い主 の この 世 の生 涯 に お け る最 後

の週 の主 要 な 出来 事 を， 福 音書 の うち

に含 む理 由 と して， 使 徒 ヨハ ネは次 の

もの を 挙 げ て い る。 「これ らの こと を

書 い た の は， あ な たが たが イ エ ス は神

の子 キ リス トで あ る と信 じるた めで あ

り， ま た， そ う信 じて ， イ エス の名 に

よ っ て命 を得 る た めで あ る 。」 （ヨハ ネ

２０：３１）
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少年ぞうさく隊
お は な し ： メ ア リ ー ボジ ョ イ ス ・カ ブ。ス

え ： ラ リ ー ・ウ ィ ン ボ ー グ

つめ たい 雨 の 中 で ， ス カ ウ ト隊 の 少 年 た ち に ま じ って， エ

デ ィー は司 令 に耳 を かた むけ てい た 。 か れ の しん ぞ うは ， は

や が ね の よ う に鳴 った。 「解 散 ／」 の 号 令 の も とに ， 少 年 た

ち は谷 へ ， 林 へ ， 川 へ と散 った 。 前 日の 朝 ， 養 老 院 を 出 た ま

ま ゆ くえ不 明 に な った老 人 を そ う さ くす るた め だ 。

隊 長 の司 令 は こ う だ った。 「老 人 は おそ ら く， す い じ ゃ く

し て お り， コー トも くつ も な い と思 わ れ る。 助 け を 求 め る こ

と もで きず に た お れ て い る か も しれ な い。 この よ うな 天 候 な

ので ， そ う さ くは急 を よ うす る。 そ こで ， わ れ わ れ は 君 た ち

の 隊 の 出動 を よ うせ い した 。」

少 年 た ち は， 司 令 ど お りた だ ち に行 動 を 開 始 した 。 隊 員 た

ち は， 隊 か らは なれ な い よ う， た が い にか くにん しな が ら，

そ う さ くを つづ けた 。 しか し， か ん 木 の しげ み や ， こ しの あ

た りまで あ る草 む らを そ う さ くし てい るあ いだ に， エデ ィー

は な か ま か らは ぐれ て しま って い る こ と に気 づ い た 。

な か ま と い っ し ょにで こ ぼ こ道 を歩 くの は， 苦 し くて も楽
ら

しい も の だ 。 しか し， こ の仕 事 は こん なん な 仕 事 で あ る。

右 に み ぞ が あ った か と思 うと， 左 に や ぶが あ り， エ デ ィー

は 両 方 を そ うさ くしな け れ ば な らな か った 。 あ ち こ ち と歩 き

ま わ る うち に ， ビニ ー ル の雨 ガ ッパ は あ な だ らけ に な り， 洋

服 は つ め た い雨 に ぬ れ て は だ に ぴ った りと く っつ い て い た。

足 ど りは つ か れ て あ や し くな り， 両 足 と も， ど ろ ど ろ に な っ

た 。 長 ぐつ に は ，丁だ ん ご の よ う に ど うが つ い て， 重 か った。

エ デ ィー は ぬ れ た 丸太 の上 に こ しを お ろ し， ひ と い き つ い

て ， 長 ぐつ の ど う を お とす こと に した 。 つ か れ て， も う何 を

す る の もい や に な って い た 。 しか しそ の と き， か れ は も う２４

時 間 以 上 この雨 の 中 に い る 老 人 の こ と を考 え た 。 エ デ ィー は

自分 の こ とば か り考 え て い た こと が は ず か し くな り， は や く

老 人 を さ が し出 そ う と， こ しを あ げ た 。 そ うす れ ば ， 自分 も

家 へ 帰 って あ た た ま り， 服 を か わ か す こ とが で き る の だ 。

「さ っきの 川 ぞ い の と こ ろは よ くさ が さ な か った な
。 い ば

らが しげ ．って いた し， ぬ か るみ だ った し… …」 エ デ ィー は

考 え た 。 も しか した ら雨 の 中 に た お れ て い る 老 人 を 見 す ご し

て きた か も しれ な い 。 そ う思 う と， せ す じが 寒 くな った 。

１６５
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へ 落 ち て けが を す る か も しれ な い し， にげ よ う とす るか も し

れ な い 。

そ の と き， エ デ ィー は隊 で な ら った フ ク ロ ウの 鳴 き声 を 思

い 出 した 。 ホ ー， ホ ー， ボ ー と ３回合 図 を送 れ ば ，’な か まの

ス カ ウ トが 来 る こ と に な って い た。

つ る つ る す べ る土 手 を の ぼ り， １００メ ー トルほ どひ きか え

して か ら， エ デ ィー は合 図 を送 った 。 ２度 合 図を 送 った が 返

事 は な か った 。 しか し耳 をす ませ て い る と， 「ホ ー」 とい う

合 図 が か す か に 聞 こえ た。 そ こで エ デ ィー は老 人 の 見 え る と

ころ へ ひ きか え し， な か ま た ち に場 所 を 知 らせ るた め に， 小

さ な 声 で合 図 を くりか え し た。

；、一老 人 は よ ろ よ ろ と立 ち あが ろ う と した が ， また こ しを お ろ

して ，ワ ク ロ ウの 鳴 き 声 に耳 を傾 け た。

しば ら くす る と， 服 を ど うだ らけ に した ス カ ウ ト隊 員 が ひ

と り， 谷 間 に すが た を あ らわ し た。 しず か にす るよ う にと合

図す る と， エ デ ィー は いそ い で 坂 を お り， 老 人 を 見 つ け た こ

と、を 説 明 した 。

「は や く助 け な くち ゃ
。 で も ， お じい さ ん に 聞 こえ な い と

こ ろに 行 って か らで な くち ゃ，大 声 を た て ち ゃだ めだ よ。 お

じい さ ん が び っ くり しな い よ うに 気 を つ け な き ゃ。 そ う しな

い と， にげ よ う とす る か も しれ な い か ら」 と エ デ ィー は言 っ

た 。

エ デ ィー は ま た ひ と りに な った。 「よ し， さが し に来 た こ

とを 気 づ か れ な い よ うに しな くち ゃ。」 か れ は川 をわ た って

老 人 の ほ うへ 歩 い て い った 。 ロ ぶえ を ふ き， あ さ せを び ち ゃ

び ち ゃ と歩 い て い き， 岩 だ な の か げ にす わ って い る そ の老 人

を 見 て ，さ も お ど ろ いた よ う に立 ちど ま って 声 を か け た 。「や

あ ， お じい さ ん 。 道 に ま よ った んで す か。 お べん と うが あ り

ま す か ら， い っ し ょに食 べ ま せ ん か 。」

エ デ ィー が リ ュ ッ クサ ック か らサ ン ドイ ッチ と魔 法 び ん を

と り出 す と ， 老 人 の 目か らき ょう ふ は消 え， 信 らいが よみ が

え った 。 しか し老 人 は ， ま だ ロ を き こ う と せず ， 無 言 で ふ る

え る 手 を さ し出 し，食 物 と ミル ク を 受 け と った 。 エ デ ィー は

リュ ッ クサ ッ クか ら毛 布 を販 り出 し， す い じゃ くして い る老

人 の か た に か け て あ げ た。

エ デ ィー は ， ほ ん．の ち ょ っと の と こ ろで ， この か わ いそ う

な 老 人 を 見 す ご して しま うと こ ろ だ った と考 え る と， 胸 が い

っぱ い に な って， 食 物 は た くさ ん あ った が ， サ ン ドイ ッチ半

分 もの ど を 通 らな か った。

「散 歩 を して い た ら道 に ま よ って し ま って … …
。」 サ ン ド

イ ッチ を 食 べ て しま うと 老 人 は言 った。 そ して毛 布 に くる ま

る と， つ か れ た子 供 の よ うに ね む って しま った 。

ふ と エ デ ィー が 顔 を あ げ る と， も う ま わ りに は ほか の隊 員

た ち が 来 て い た 。 しば ら くして養 老 院 の人 た ちが と う着 し，

老 人 を た ん か で 運 ん で 行 った 。 エ デ ィー は ほ っと ため い きを

つ い た 。

ま だ雨 は や ま ず ，体 は つ か れ 服 は ぬ れ て寒 か ったが ， 心 は

晴 れ わ た った 空 の よ うに ， 明 る くあ た た か か った 。
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む か しむ か し， ね こと ね ず み は と って も なか よ し だ ったん

だ 。 ２ひ きは な か よ く うつ くしい しま にす んで いた ん だ よ 。

そ こに は ね こが た べ る こと り もた くさ ん い た し， ね ず み の ご

ち そ うの マ ニ オ クの ね っ こも た くさ ん あ った んだ 。

で も， あ る と き， ね こ が も ん くを い った んだ 。 「こん な し

ま， あ きあ き し ち ゃ った 。 た べ る も の と い った ら， こ と りし

か い な い ん だ も の」 って ね。

す る とね ず み が こ うい った ん だ 。．「じ ゃあ， うみ をわ た っ

て ， む こ う ぎ しに い こ うよ 。 そ して む らへ い って， す み ご こ

ち の い い お うち を み つ け よ う。 そ こで は， え さ を さが した り

と った り しな くて もい い ん だ よ 。」

「そ れ は い い
，で も ど うや って うみ をわ た る の さ」 っ てね

こが き くと ， ね ずみ は，

「マ ニオ クの ね っ こで ボ ー トと か い を つ くろ う」 って い っ

た ん だ。
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２ひ きは お お きな マ ：ニオ クのね っこを さが して きて ， まん

な か を くりぬ い て ボ ー トを つ く った 。 そ う し て， ボ ー トを う

み へ こぎ だ した ん だ。

で も， お も った よ りき しぺ は と お くて ， な ん に もた べ もの

を も って こな か った も の だ か ら， ２ひ き は つか れ て ， お な か

が す い ち ゃ った ん だ。

「あ 一 あ
， ち ょ っとで い いか らた べ もの が あ った らな あ 。

お な かが す い て， ふ らふ らだ よ」 ってね こが い う と， ね ず み

が ，

「こ ぐの は や め て
， ね む ろ う よ。 き っ と， じか ん は は や く

た つ よ 。 めが さ め る こ ろ に は き しに なが れ つ いて い るか も し

れ な い よ」 って い った の さ。

「そ れ は め い あ ん だ」 って
， ね こ も さん せ い して ， ボ ー ト

の う し ろの ほ うで ， ね む っち ゃ った ん だ。

ね ず み も， よ こに な った ん だ け ど， だ ん だ ん お な か が す い

て きて ， ち っ と もね む れ な か った の さ。 そ の と き， ね ず み は

ボ ー トが マ ニ オ クの ね っ こでで き て い て， と て もお い しい こ

とを お もい だ した ん だ。

ち ょっ とだ け た べ ち ゃお う， ねず み は そ う お も って ボ ー ト

の そ こを か じ りは じめ た ん だ。

ね こ は， が りが り って い うお と を き い て， め を さ ま し，「な

ん だ ろ う」 って ， あた りを み ま わ した ん だ。

で も， ね ず み は ， か じる の を や め て， ね む って い るふ りを

した か ら， み つ か らな か った。

「き っ と
， ゆ め だ り た ん だ 。」 も うな ん に も き こえ な か っ

た か ら， ね こは そ うお も って， ま たね む っち ゃ った 。

ね こが ね む ると ， ね ずみ は ま た ボ ー トの そ こを か じ りは じ

め た ん だ 。 す る と ， ね こは ま た め を さ ま して あた りを み まわ
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した け ど， ね ず み も， また ね む って い る ふ りを した か らみ つ

か らな か ったん だ。 ね こ は， また ゆ め だ とお も って ， ね む っ

ち ゃ った。

で も， ね こが ね む っち ゃ ってか ら， また ね ず み が ボ ー トの

そ こを か じ りだ す と， と つぜ ん ， そ こか らみ ず が あ が って き

た 。 ねず み のや つ， と う と う ボ ー トの そ こ １こあな を あけ ち ゃ

った の さ 。

ね こが め を さ ます と， ボ ー トはみ ず で い っぱ い だ った 。

「た す け て一 お ぼ れ るよ 一 」

ねず み の や つが ボ ー トの そ こ に あな を あ けた ， そ うわ か る

と， ね こは お こ っち ゃ った ん だ。

２ひ きは うみ に と び こ んで ， い っし ょう けん め い お よ い

だ 。

「き し につ い た ら， お ま え を た べ て や るか らな 。」 ね こ は

お こ って そ うい った 。

と う と う ２ひ きは き しに お よ ぎ つ い た。

ね ず み は， こわ くて ど う しよ うか と か んが え たす え， い い

こ と を お も いつ い た ん だ 。

「まだ た べ な い で くれ よ
， ぼ くの か らだが か わ くまで ま っ

て くれ な いか な あ。 そ れ まで に は きみ の か らだ も か わ くよ」

って， ね ず み は い った の さ 。

ね こ はぬ れ た の が き らい だ った か ら， そ うす る こと に した

ん だ。 ね こ はぬ れ た か らだ を な め て い る うち に， じぶん の か

らだ を き れ い にす る こ と にむ ち ゅうに な っち ゃ って， ねず み

が あ な を ほ って い る の に きが つか な か った 。

２ひ き と も， す っか りか らだ が か わ いて しま うと ， ね こは

ニ ャー オ ってな きな が ら 「さ あ， お まえ を た べ て し ま うそ ４

って， ねず み に とび かか った とた ん ， ね ず み は す ば や くあ な
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には い って しま った ん だ 。

ね こは ， あ な の な か の ね ず み に てが と ど か な か った も のだ

か ら， あ な の そ ば に す わ って ま つ こ と に したん だ。

「い つ か は で て くる に きま って い る さｂ」 ね こ は そ う お も

った わ け だ 。

で も， ね ず み は も っ とふ か くあ な を ほ りは じめ た ん だ。 そ

して ， どん どん ， ど ん ど ん きの した を ほ って， と う と う はん

たい が わ にで て きた 。 そ う して ね ず み は ， さ っさ と ち か くの

む ら にお う ちを み つ け ち ゃ った の さ 。

ね こ はね ず み が きの はん た い が わ か らに げ て い った の に き

が つ か な か ったん だ 。 だ か ら， ず う っと ね ず み の や つが で て

くξの を ま ってい た ん だ け ど， そ ん な は ず は な か った の さ。

そ れ か らと い う もの ， ね こは ね ず み が が りが りと お と を た

て る とす ぐに めを さ ます よ う にな った ん だ 。 そ れ に ， ね ず み

も， あ な の そ ば にね こが す わ って い な い か と， い つ もび くび

くす る よ う に な ったん だ って さ。
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撫 麟

黄 色 い お 皿

「あ っ
， い け な い ．／」

母 お気 に入 りの 大 き な黄 色 の お 皿 が

床 に落 ち て， 粉 微 塵 に割 れて しま いま

した。 私 は泣 き た い気 持 で い っ ぱ いで

した 。 お 皿 は非 常 に高 価 で， たや す く

手 に入 れ る こ とが で きな い もの だ っ た

の で す 。母 は いつ も黄 色 の お皿 で粉 を

こね て ，お い しい ク ッキ ー や ドー ナ ツ，

プ リ ン， キ ャ ンデ ー な どを 作 って くれ

ま した。 で もお皿 が 割 れて しまった今 ，

これ か ら母 は何 で作 る の で し ょう。

そ の 日の皿 ふ き は ち ょ う ど 私 の 番

で ，私 は充 分気 を つ け て ふ い て い るつ

も りで した 。 と こ ろが ど うい うわ けか

手 が す べ って ， お皿 を床 に落 と して し

ま っ た ので す 。 割 れ た お 皿 の か け らを

片 付 けて しまわ な い う ち に， 母 が や っ

て 来 ま した。 これ か らどん な こ とが起

きる の か， 私 に は見 当 もつ き ませ ん で

した 。 母 は 私 を 叱 りつ け るで しょうか 。

そ れ と もわ め きち らす で し ょうか 。

で も，母 は何 も言 い ませ ん で した。

母 持 ち前 の 性格 とで も言 うの か， い つ

もの よ う に落 ち着 い た雰 囲気 で接 して

くれ ま した 。 今 とな って は， 母 に とっ

て お皿 の こと な ど ど うで も よか った の

です 。 母 が 心 配 して い た の は，私 自身

の こ とで した。 た だお 皿 を 割 って しま

っ た とい うほ ん の些 細 な ことで ， 私 の

心 が ひ ど く傷 つ け られ は しなか った だ

ろ うか と。

大 きな黄 色 い お皿［， そ れ は それ はす

て きな もの で した 。 で も， 理 解 あ る母

親 を 持 つ こ とは何 とす ば ら しい こ とで

し ょう。

恥野

カ イ ・ ラ イ マ ン ・ ビ シ ョ ッ フ。

麟飾
者翠

鍵 謙

詐
瀬
麟鋤 肖ガ 艦㌧ご

　あ げ磯》

１７３



、

聖典を調べること 誘 惑 に立 ち 向 か うに は

「勝 利 を得 る者 は
， これ らの もの を受 け継 ぐで あ ろ う。 わ

た しは彼 の 神 とな り， 彼 は わ た しの子 と な る 。」（黙 示 ２１：７）

聖 典 は古 今 を 問 わず ， 誘 惑 が 神 か ら来 る もの で は な く， サ

タ ンま た は 自分 自身 の 欲 望 や 弱 点 か ら来 る もの で あ る こ とを

教 え て い る。 ．

「だ れ で も誘 惑 に 会 う場 合
， 『この誘 惑 は， 神 か らき た も

の だ 』 と言 って は な らな い。 神 は悪 の誘 惑 に陥 る よ うなか た

で は な く， ま た 自 ら進 ん で人 を誘 惑 す る こ と もな さ らな い。

人 が 誘 惑 に陥 るの は， そ れ ぞれ ， 欲 に 引 かれ ， さ そわ れ るか

らで あ る。欲 が は らん で罪 を生 み， 罪 が 熟 して 死 を 生 み 出

す 。」 （ヤ コブ １ ：１３－ １５）

モ ル モ ン経 に は こう記 され て い る。

「この よ うな悪 事 が 国民 の中 に起 った の は
， す な わ ちサ タ

ンが 民 の心 を煽 動 して あ らゆ る悪 事 を させ ， …… 民 は … …悪

魔 の意 の ま ま に こ こか し こへ 誘 わ れ ， 悪 魔 の 望 む 悪事 は何 事

で も これ を行 い… …」 （皿ニ ー フ ァ イ ６ ：１５－ １７）

イ エス で さえ も様 々 な誘 惑 を 受 け られ た。 アル マ は この よ

う に予 言 した 。

「この 男 の子 は世 の 中へ 出 て苦 難 とあ らゆ る誘 惑 で あ る試

み とを 受 けた も う。 これ は ， この方 が 自分 で そ の民 の苦 しみ

と病 い とを 引 き受 け る と言 い た も う言 葉 が成 就 す るた め で あ

る。」 （ア ル マ ７ ：１１）

ま た天 使 は ベ ンジ ャ ミン王 に， イ エ ス は 「誘 惑 を受 け， 肉

体 上 の苦 痛 と飢 え と渇 き と疲 労 とを経 験 した も うが ， これ は

死 な な け れ ば人 間 に堪 え難 い ほ ど ひ ど い もので あ る」 と言 っ

て い る。 （モ ー サ ヤ ３ ：７）

聖 書 の中 に， イ エ ス は 「罪 は犯 さ れ なか っ たが ， す べ て の

こ とに つ いて ， わ た した ち と同 じよ うに試 練 に会 われ たの で

あ る」 と記 さ れ て い る。 （ヘ ブル ４ ：１５） まお ア ビ ナ ダイ

は， イ エ スが 「誘 惑 に逢 って も これ に負 けず ……」 と言 って

い る。 （モ ーサ ヤ１５：５） ジ ョセ ブ ・ス ミス の 受 け’た 啓示

の中 に， イ エ ス は 「誘 惑 を 受 けた ま い しが これ を 心 に留 め た

まわ ず … … 」 と あ る。 （教 義 と聖 約２０：２２）

主 は私 た ちを 誘 惑 の 力 か ら救 う方法 を御 存知 で あ る。 しか

し悪魔 は 私 た ちを そ そ の か し，誘 惑 す る大 き な 力 を持 っ て い

１７４

る。私たちは，その力か ら逃れる方法を知 らな くてはな らな

い。

聖 典 に， イ エ ス は 「虚 弱 の 度 に応 じて そ の民 を救 う方 法 を

知 る た め に民 と同 じ く虚 弱 を 受 け た も う」 と記 され て い る。

（アル マ ７ ＝１２）

ペ テ ロは 「主 は， 信 心 深 い 者 を試 練 の 中 か ら救 い 出 し， …

ことを よ くご存 じな の で あ る」 と言 っ て い る。 （皿ペ テ ロ ２

：９） ま た この末 日に， 主 は 「人 々 の弱 き を知 り， 誘 惑 に陥

る者 を救 う方法 を知 る」 と言 って お られ る。 （教 義 と聖 約 ６２

：１）

以下 に あ げ る の は， 主 が 私 た ちを サ タ ンの 誘 惑 か ら守 るた

め に備 え られ た方 法 で あ る。

聖 典 に は こ う記 され て い る。 「そ うい うわ け だ か ら， 神 に

従 い な さ い。 そ して ，悪 魔 に 立 ち む か い な さい。 そ うす れ ば，

彼 は あ な たが たか ら逃 げ 去 るで あ ろ う 。」 （ヤ コ ブ ４ ：７）

イ エ スが 誘 惑 に立 ち 向か っ た時 ， サ タ ンは イエ ス の も とを 去

っ た。

最 初 サ タ ンは あ ざ け り なが らイ エス に 言 った 。 「も しあ な

たが 神 の子 で あ るな ら， これ らの 石 が パ ンに な るよ うに命 じ

て ご らんな さ い 。」 イ エ ス に簡 単 に は ねつ け られ た サ タ ンは ，

別 の誘 惑 を しか けた 。 「も しあな た が 神 の子 で あ る な ら， 下

へ 飛 び お りて ご らん な さい 。… …」 再 度 イ エ ス に は ね つ け ら

れ たサ タ ン は，「この世 のす べ て の国 々 と その 栄華 とを 見せ 」

必 死 の 思 い で イ エ ス に 言 った。 「も しあ な たが ， ひれ 伏 して

わ た しを 拝 む な ら， これ らの もの を皆 あ な た に あ げ ま し ょ

う 。」 しか し再 び イ エ ス に は ね つ け られて 「悪 魔 は イ エス を

離 れ 去」 っ た 。 （マ タ イ ４ ：３－ １１参 照 ）

そ れ ゆ え聖 典 に もあ る よ うに， 「試 練 を耐 え忍 ぶ 人 は， さ

い わ い」 な の で あ る。 同様 に， アル マ も 「主 イ エス ・キ リス

トを 信 じる信 仰 を 以 て悪 魔 の誘 惑 を こと ご と くう ち破 る」 よ

う人 々 に教 え て い る。 （アル マ３７：３３）

祈 りは誘 惑 の力 を退 け る。 イ エ ス は言 わ れ た 。 「… …汝 ら

は悪 魔 に誘 い ま ど わ され て そ の と り こ とな らぬ よ う， た えず

目 を覚 して祈 らざ るべ か らず 。 …… そ は サ タ ンが 汝 らを支 配

して麦 の ご と くにふ るわ ん と欲 す れ ば な り。」 （皿ニ ー フ ァイ



誘 惑 を避 け， 誘 惑 を拒 み， 誘 惑 に打 ち勝 つ よ う助 け を祈 り求 め る こ と。

１８：１５， １８）

また モ ロ、ナイ は こ う勧 告 して い る。

「この試 しの 生 涯 の 間 賢 くせ よ
。 自分 の身 か らあ らゆ る汚

れ を 払 い 去 れ 。 … … む し ろ何 の誘 惑 に も負 けず に生 け る真 の

神 に仕 え る と言 う固 い 決 心 を もっ て願 い求 め よ 。」 （モ ル モ ン

９ ：２８）

アル マ も また 言 って い る。 「私 は あ な た た ちが 悪 魔 の誘 惑

に な びか な いよ う， 悪 魔 に う ち勝 た れ な い よ う… …注 意 して

た えず 祈 る よ う にす す め る。 … …悪 魔 は あ な た た ち に 善 い報

い は 与 え な い 。」 （ア ル マ３４：３９）

しか しな が ら中 に は助 け を 受 け入 れ ず， 「誘 惑 に負 け な い

よ うに た え ず 毎 日神 に祈 り願 え と言 う教 会 の規 則 に従 わ」 な

い 者 もい る。 （ア ル マ３１：１０）

これ らに 加 え て， 主 は ご自分 の聖 徒 た ち を か ば う方 法 も備

え て お られ る。 「あ な たが た の会 っ た試 練 で ， 世 の常 で な い

も の は な い 。 神 は真 実 で あ る。 あ な たが たを 耐 え られ ない よ

うな試 練 に 会 わせ る こ とは な い ば か りか ， 試 練 と 同時 に， そ

れ に 耐 え られ る よ うに， のが れ る道 も備 えて 下 さ る の で あ

る 。」 （１コ リ ン ト１０：１３）

「… …主 の御 前 にへ り くだ り
， そ の聖 い御 名 を 呼 び ， 自分

に堪 え られ な い誘 惑 に 会 わ な い よ うた えず 目 を覚 して 祈 り，

これ に よ っ て聖 霊 の導 き を得 る よ う に … …」（アル マ１３：２８）

慈 愛 あ ふ れ る父 は私 た ち の過 ちを 懲 ら しめ られ る。 そ れ に

よ り私 た ち は赦 され， 祝 福 を受 け る ので あ る。 「誠 にか くの

如 く， 主 わが 愛 す る汝 らに言 う。 汝 らの 罪赦 され ん た め に ，

愛 す る汝 らを ま た懲 しむ る な り。 そ は， 懲 しめ と と もに 汝 ら

が す べ て に於 て誘 惑 よ り免 る る様 わ れ 一 つ の 途 を 備 う る故 に

して … …」 （教 義 と聖 約 ９５：１）

「あ な たが た は訓 練 と して 耐 え 忍 びな さい
。 神 はあ な た が

た を， 子 と して取 り扱 って お られ るの で あ る。 い った い， 父

に訓 練 され な い子 が あ るだ ろ うか 。 す べ て の訓 練 は，当座 は，

喜 ば しい もの と は思 わ れ ず ， む しろ悲 しい もの と思 わ れ る。

しか し後 に なれ ば， そ れ に よ って鍛 え られ る者 に， 平 安 な義

の実 を結 ば せ る よ うに な る。」 （ヘ ブ ル １２：７， １１）

忠 実 な者 た ちに 対 して ，主 は この よ うに言 って お られ る。

ロ バ ー ト ・ Ｊ ・マ シ ュ ー ズ

「忍 耐 に つ い て の わ た しの言 葉 を あな た が 守 った か ら
， わ た

し も， 地 上 に住 む 者 た ちを た めす た め に， 全 世 界 に 臨 も う と

して い る試 練 の時 に， あ なた を 防 ぎ守 ろ う 。」 （黙示 ３ ：１０）’

パ ウ ロ は は っ き りこ う言 って い る。 「悪 に負 け て は い け な

い。 か え っ て善 を もって 悪 に勝 ち な さ い。」 （ロ ー マ１２：２１）

この よ う に， 主 の 戒 め に従 順 で あ り主 の し もべ た ち の懲 ら

しめを 進 んで 受 け る こ と に よ り， 人 は 「誘 惑 の 時来 らむ とい

え ど も汝 らの堕 落 せ ざ る様 照 いの 日ま で 結 び 固 む る約 束 の聖

き 『み た ま』 を 保 持 」 す るの で あ る。（教 義 と聖 約 １２４：１２４）

聖 典 は私 た ち に， 誘 惑 を 克 服 す るた め に 互 い に助 け合 うよ

うに勧 めて い る。 イ エス はペ テ ロ に言 わ れ た 。 「… …見 よ，

サ タ ン は あ なた が た を麦 の よ うに ふ るい に か け る こ とを願 っ

て許 され た。 しか し， わ た しはあ な た の 信 仰が な くな らな い

よ うに， あ なた のた めに 祈 った 。 そ れ で， あな たが 立 ち直 っ

た 時 に は， 兄 弟 た ちを 力 づ け て や りな さい 。」 （ル カ２２：３１，

３２）

また パ ウ ロ は罪 人 た ち に同 情 して言 って い る。 「兄 弟 た ち

よ。 も しも あ る人 が 罪過 に 陥 って い る こ とが わ か っ た な ら，

霊 の 人 で あ る あな た が た は，柔 和 な心 を も って， そ の人 を正

しな さい 。 それ と同 時 に ， も しか 自分 自身 も誘 惑 に陥 る こと

が あ り は しな い か と， 反 省 しな さい。 互 い に重 荷 を負 い合 い

な さい 。 そ うす れ ば ， あな た が た は キ リス トの律 法 を全 うす

るで あ ろ う。」 （ガ ラテ ヤ ６ ：１， ２）

「わ た した ち強 い 者 は
， 強 くな い者 た ち の弱 さを に な うべ

きで あ って ， 自分 だ けを 喜 ば せ る こ とを して は な らな い … …

キ リス トさえ， ご 自身 を喜 ぼせ る こ とは な さ らなか っ た。 む

しろ ｒあな た を そ しる者 の そ し りが わ た しに降 りか か っ た』

と書 い て あ る とお りで あ った 。」 （ロー マ１５： １， ３）

「わ た しは
， あな たが た も この よ うに 働 い て， 弱 い者 を助

け な け れ ば な らな い こ とを … …万 事 に つ い て教 え示 した ので

あ る。」 （使 徒 ２０：３５）

イ エ スが 私 た ちを 助 け て下 さ った よ うに， 私 た ち も互 い に

助 け合 うべ きで ある 。私 た ち は誘 惑 に どの よ うに立 ち向 うべ

きだ ろ うか。 ま ず誘 惑 を退 け， キ リス トの愛 に よ っ てそ れ を

克 服 で き るよ う神 の助 け を祈 り求 め る ことで あ る。
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閣ヒー汎ゴ Ｃ◎キン茄一ル圃
「逸 話 集， 近 代 の 使徒 の 生 涯 よ り」

今回を皮切 りに，図書紹介 シ リーズ

を掲載で きることを喜ば し く 思 い ま

す。 そして これが読者のお役に立つよ

う希望 しています。 英語国民には教 会

関係の図書が多 く手 に入 りますが，他

国語へ の翻訳 は費用がか さむ ことな ど

もあ り，行 なわれて いませんで した。

このた び教会統一機関紙で は出版者お

よび著者の許可を得て，数冊の図書を

連載 の形で皆様 にお届 けす ることとな

り，霊 的でためになる図書 ，多 くの読

者 に役立つ図書を選定 しました。

シ リー ズの第 １回は， レオ ン ・ハー

トショー ン著 「逸話集，近代 の使徒の

生 涯よ り」＊です。 ハー トショー ン兄弟

は， この福音 の神権時代 の大勢 の使徒

の生活 か ら霊 的な トピックを選 んでま

とめ上 げま した。物語 は，．生 きた福音

の原 則を見 せて くれるだけでな く，教

会歴 史に対 する理解 も深 め て く れ ま

す。 これ らの図書 の転載 を許可 された

デゼ レト出版社 およびハー トショー ン

兄弟に感謝 申 し上 げ，読者 の御期待 を

乞います。

略 歴

キ ン ボ ール 長 老 は１８０１年 ６月 １６日，

合 衆 国 バ ー モ ン ト州 シ ェル ドンで ， ソ

ロ モ ン ・キ ンボ ール ， ア ン ナ ・ス ポ ー

ル デ ィ ング の息 子 と して 誕 生 。

１８３１年 秋 ， モル モ ンの 宣 教 師 に 初 め

て 会 う。 １８３２年 ４月 バ プ テス マを 受 け

る。

１８３５年 ， 使 徒 に召 され ， この 神 権 時

代 最 初 の十 二 使 徒 定 員 会 の 一 員 と な

る。

１８３５年 カナ ダ お よ び ニ ュ ー イ ン グ ラ

ン ドに宣 教 師 と して伝 道 。 １８３７年 英 国

伝 道 開始 の任 に召 さ れ る。 １年 足 らず

の伝 道 期 聞 に １，５００名 の 教 会 員 が 誕生 。

１８４０年， 他 の十 二 使 徒 と共 に英 国 に

再 度渡 る。

１８４７年， 初 代 開拓 者 の ひ と り と して

ソル トレー ク盆 地 に入 植 。

１８４７年， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 の

第 一 副 管長 に支持 され， １８６８年 ６月 ２２

日， ６７歳 で 死 去 す る まで 終 生 その 責 任

に あ っ た。

ヒー バ ー ・チ ェ イ ス ・キ ン ボ ー ル は

模 範 の人 で あ っ た。 彼 は大 い な る予 言

の賜 を持 ち， 末 日聖 徒 か ら深 く愛 され

た 。

ビー バ ー ・Ｃ ・キ ンボ ー ル の よ うに

愛 され ，敬 わ れ た者 は， 教 会 歴 史 中 に

もま れ で あ る。 彼 は恐 れ を知 らぬ人 で

あ った 。 そ の高 潔 さ と主 イ エ ス ・キ リ

ス トに 対 す る全 き献 身 に， 疑 い を は さ

む 者 は な い。

編 集 主 幹

ラ リー ・ピ ラ ー

＊ レ オ ン ・Ｒ ・ハ ー トシ ョ ー ン編

「逸 話 集
， 近 代 の 使 徒 の 生 涯 よ り」

（翫 ６６ρ〃ｏ紹 １５孟ｏ〃６∫ ル ｏ〃ｚ惚 五勿６ｓ ｏブ ０％グ ノ１ρｏｓ’１θ∫）

ソ ル トレ ー ク シ チ ー ， デ ゼ レ ト出 版 社 ノ １９７３年 。
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「幼 な 子 の 信 仰
」

１８３４年 か ら翌 年 にか けて の 冬 ， カ ー

トラ ン ドに神 学 講 座 が 創 立 され た 。 そ

こで は， ひ と りを選 ん で 他 の 人 を 啓 発

す る話 を させ るの が 慣例 で あ った 。 あ

る と き ヒ ーバ ー ・Ｃ ・キ ン ボ ー ル が指

名 され ， 信 仰 につ い て話 す こ とに な っ

た 。彼 は最 近 家 庭 に起 きた 出来 事 か ら

話 を始 め た。

「あ る 日
， 私 の妻 が 外 出 す る と き に，

娘 の ヘ レン ・マ ー に， 皿 に手 を触 れ な

い よ うに言 い つ け ま した 。」 そ の皿 は

珍 品 で値 段 も高 く， 買 い足 しが で きな

か った ので あ る。 キ ン ボ ール姉 妹 は娘

に， も し留 守 中 に割 った り した ら帰 っ

て か ら罰 を 与 え る と言 い わ た した 。 キ

ン ボ ール 兄 弟 は こ う続 け て い る。 「妻

の 外 出 中 に ，娘 は折 り下 げ式 テ ー ブ ル

の た れ板 を お ろ して しま い， 何 枚 もの

皿 を割 って しま い ま した。 … …」

少 女 は ひ ど くお び えて ， リン ゴ の木

の下 に行 き， 母 親 の 心 が 和 ら いで ，帰

っ て き て もお尻 をぶ た な い よ う に と祈

った 。 キ ン ボ ール 兄 弟 は こ う語 った。

「娘 の 母 は 非 常 に厳 格 な人 で
， 子 供 に

こ う と約束 した ら必 らず そ れ を守 る人

で した。 外 出か ら戻 る と， 約 東 通 り娘

を罰 し よ う と しま した。 彼 女 は （娘 と）

一 緒 に 自分 の部 屋 に入 っ て行 き ま した

が ， 娘 をせ っか ん す る気 力 が な く， 心

が 和 らいで ， 子 供 に向 か って 手 を 振 り

上 げ る こ とが ど う して もで きま せ ん で

した。 あ とで へ 呼 ンは母 親 に， 主 に祈

った こ とを話 しま した 。」

ヒー バ ー兄 弟 は淡 々 と話 して きて ，

一息 置 い た
。 聞 く人 た ち の 目 に は涙 が

光 っ て い た。 心 のや さ しい予 言 者 ジ ョ

セ ブ も泣 いて い た。 予 言 者 は兄 弟 た ち

に， これ こそが 自分 た ち に必 要 な信 仰

で あ り， 「身 を低 く して親 の前 に行 き，

心 の 願 い を打 ち明 け る幼 な 子 の 信 仰」

で あ る と語 った 。 彼 は キ ン ボー ル兄 弟

を ほ め ， 「この話 は時 宜 を得 て い る」

と言 った 。．

「大粒 の涙 が頬 を伝
った」

１８３７年 ６月 ４ 日の 日曜 日， （以 下 は

ヒー バ ー ・Ｃ ・キ ン ボ ール の記 述 に よ

る） 私 は カー トラ ン ド神 殿 の メル ケ ゼ

デ ク の壇 に あ る聖 餐 テ ー ブル の 上 方 の

座 席 に座 って いた 。 す る と予 言者 ジ ョ

セ フが や って きて私 に 小声 で 言 っ た。

「ヒ ーバ ー兄 弟
，主 の み た ま が私 に さ

さや きま した。 『我 が し もベ ヒーバ ー

を英 国 に行 かせ ， 我 が福 音 を宣 べ ， か

の 国 に救 い の扉 を開 か せ よ；・・…』 と 。」

私 は そ の よ う な召 しに就 くに は弱 す

ぎ る と感 じて， ブ リガ ム兄 弟 の同 行 を

予 言 者 に願 った 。 しか し， ブ リガ ム兄

弟 には 別 に す る こ とが あ るの で こ こに

留 ま る との返 事 で あ った 。 この よ うな

召 しは， 考 え る だ け で も 自分 の身 に余

る もの だ った６ 私 は召 しの重 み に今 に

も押 しつぶ され ん ばか りだ っ た。

しか し， あれ これ 思 い 悩 ん だ と こ ろ

で ， 責 任 の道 を はず れ る こと はで きな

い。 私 は天 父 の み こ ころを理 解 した が

早 いか ， 神 が 全 能 の 力 を もっ て私 を支

え ，必 要 な 資格 を す べ て授 け て下 さ る

と信 じ，いかなる障害をも乗 り越えて

進み行こうと決意を固めたのである。

家族に心は残る。貧困なままに残 して

いかねばならないだろう。 しか し真理

という大義，キリス トの福音は，他の

あらゆる斜酌を超えて重要だと思った

のである。……

大管長会が私に手を按いて伝道部の

管理者に任命 し，頭に偉大な祝福を授

けた。それは，・かの国で人々をみもと

に集める力を神が与えたまい，天使が

私 と共にいて私を支え，私の足は決 し

てつまず くことなく，強大な恵みを受

けて英国のみならずアメリカにおいて

も，幾千の人々に救いの源を証だてる

という祝福だった。

この務めに召されてから，私は毎 日

神殿の最上階にある東の部屋に行き，

心の奥底を開いて主のみ守 りと，主の

しもべに任命された召しを立派に務め

上げることのできる力とを請 い 願 っ

た。……

（！８３７年 ６月１３日火曜日，出発の日

がきた。 ロバー ト‘・Ｂ ・トンプソン長

老はヒーバー家族の荘重な別れの光景

を，愛情 こめて生き生きと描写してい

る。以下は彼の筆による。）

長老たちの英国への出立 日と予定さ

れていた日がやってきた。私はそのシ

ーズンをカナダで働 くつもりで２００～

３００マイル （３００～５０Ｑキロ）を同行 し

ようと，出発の日取 りを確かめにキン

ボール兄弟の家へ行った。

ドアが少 し開いていて，中に入ると

眼中に飛び込んできた情景に心打たれ

る気持が した。私は邪魔だと考えて遠

慮するところだったが，その場に釘づ
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けになったように体は動かなかった。

父親が 「高きに統べたもう神」に心の

思いを赤裸々に訴え，自分が荒海を順

調に航海できるよう，またどこに行 く

ことになっても良い働きが で き る よ

う，そして 「つばめに巣を与え，鳴 く

小がらすに食物を与えたもう」神が，

留守中妻子に必要なものを与えたもう

ようにと祈っていたのだ。それから彼

は視福師のように， 自分の職に基づい

て家族ひとりびとりの頭に手を按き，

父親の祝福を施 し， 自分が異国で福音

伝道に携わる間，家族を神の保護に委

ねた。こうしている問に彼の声はみん

なのすすり泣 きに消 されてしまった。

だれもがそれを止めようとしたが，無

駄だった。彼 らにとっては，長い間自

分たちの保護者である父と離ればなれ

になることが実に悲しかったのだ。父

親は先を続けた。 しかし胸に家族への

思いがこみ上げてきて，もう普通に話

せなかった。万感胸に迫 り，言葉はと

ぎれとぎれになり，大粒の涙が頬を伝

った。その涙が彼の胸の内を如実に物

語 っていた。私 も感情を押 さえ切れず

に，塚族 と一緒になって我れ知 らず泣

いていた。同時に，私はこのような情

景を目撃できた特権を感謝 した。あの

ように愛する家族か ら，彼を慕う妻や

子供たちか ら彼を離すことのできるの

は，神への愛と義務感 と神の大義ぺの

忠誠以外にないことを，私は悟ったの

である。
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「ど うか
， 私 にバ プ テ ス マを

受 け させ て下 さい」

（キンボール長老の英国伝道中の出

来事である。）

「羊はその声を知 っているので，彼

について行 く。ほかの入にはついて行

かないで逃げ去る。」

これを証明するすばらしい出来事が

ヒーバー長老の伝道中に起 きた。彼は

次のように書いている。

私がダウナムとチャ トバーンに行 く

つもりだと数人の兄弟に話すと，彼 ら

は成功の見込みは全 くないので行かな

い方がよいと忠告した。別の宗派の聖

職者が何人 もその町に教会を建てよう

としたが，人々に何度説教しても成果

はなく，手を尽 くしてもことごとく反

抗 され，不成功 に終わっていたのであ

る。 ここ３０年どんな宗派の働きかけも

抵抗にあって，聖職者たちはすべての

試みが徒労に帰すのを見て，かた くな

な人々だと見限ったという話だった。

私 もその村がひどい不信者の村だと聞

いていた。しか しそう聞いたところで，

入の福音が失敗 したとしてもイエス ・

キ リス トの福音なら彼 らの心をつかむ

ことができると信 じて，気持は動かな

かった。私はその兄弟たちに，義 人で

はなく罪人を悔い改めさせることが自

分の務めなのだか ら，その町へ行 きた

いと言 った。

翌日，チダ トバーンで説教をしてほ

しいという非常に熱心な招 待 が 届 い

た。その晩はクリテロで説教する．約束

があったので，招待に応 じられない旨

を伝えたが，チャ トバーンの人々はそ

れに満足せず，遂には彼 らに同行する

と言わざるを得ない状態になってしま

った。約束 したクリテロにはフィール

デ ィング長老に出向いてもらうことに

した。……

チャ トバーンで，私は住民の暖かい

出迎えを受けた。あとで彼 らは大勢私

の説教を聞きに来て くれた。昔什分の

一税の穀物を貯蔵 した大 きな納屋を用

意して，中央に私が立つための樽を置 ．

いて くれていた。私は彼 らに福音の第

一原則を説 き，救い主イエス ・キリス

トの啓示された原則と，罪の世が赦 し

を受けるための条件について，また真

理を受け入れた人の特権 と祝福につい

て簡単に話 した。それから復活につい

ても少 し話を した。私の証には主のみ

たまが伴い，喜んで受け入れられた。

かたくなで頑固だとされていた住人た

ちの心は和 らぎ，愛と親切に満ちてい

た。私は，自分は主イエス・キリス トの

しもべでいつでも福音の儀式を執行す

る用意があると話 し，バプテスマの準

備に必要な事柄を説明した。つまり，

悔い改めて罪を捨てようと感 じた ら，

獄吏とその家族やコル ネリオと彼の家

にいた人々のように罪の赦 しのバプテ

スマを受ける用意が整 うことを説明し

た。話を終えると，だれかが私の上衣

を引っ張るのに気づき，……振 り向い

て用向きを尋ねた。エ リザベス ・パー

テイン トン夫人が言った。 「どうか，

私にバプテスマを受けさせて下さい。」

「私も」「私 も」と大勢の声が叫んだ’。

そこで私は水の中に下 り立ち，２５名に
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バプテスマを施した。バプテスマと確

認の儀式と，彼 らとの話合いは真夜中

を過ぎるまで続いた。

翌朝になり，私はダウナムへ戻って

一日がかりで２５名から３０名ほどの人に

バプテスマを施 した。

その次の晩はチャトバーンへ引き返

した。会衆が非常に多 くて野外で説教

しなくてはならなくなり，私は石壁の

上に立った。その後数人にバプテスマ

を授けた。チャトバーンの村々は隅々

まで影響が及んだと見え，親は子供を

呼び集めて私の説教 した ことを話 して

聞かせ，神の御名をみだりに使うこと

やいろいろな悪い習慣を戒め，なすべ

きことを教えていた。

私たちはプレス トンを ５日間留守に

したが，その聞にフ ィールディング兄

弟と私は １１０名ほどのバプテスマと確

認を行ない，ダウナムとチャトバーン

とワディン トンとクリテロに支部を組

織 し，幾人かを小神権に聖任 し，．管理

させた。 これは，村人がアメリカ人を

見，私たちの声に耳を傾けた最初のこ

とである。

是非とも書かな くてはならないこと

がある。それは，フィールデ ィング兄

弟と私がチャ トバーン村を通ってダウ

ナムへ行 く途中の出来事である。私た

ちが村に近づ くのを見 ると，知 らせが

家から家に伝わり，途端にはた織機の

音が止まって玄関に人が群が り，私た

ちを歓迎 し，見送 ってくれ た の で あ

る。村の若者が４０人以上出迎えに走っ

てきた。ある者は私たちのマントをつ

かみ，互いに手を握 りあった。手をつ

ないだ若者たちは私たちの前をシオン

１８０

の歌を歌いなが ら歩いた。親たちは嬉

しそうにその様子を見ていて，私たち

に祝福を送り，真理の原則と救いの計

画を教えに私たちを遣わされた天の神

をほめたたえた。子供たちは私たちと

一緒に， １キロ半離れたダウナムまで

歩いた。このような光景，このような

感謝を私はこれまで見たことがなかっ

た。私は心に叫んだ。 「確かに 『幼な

子，乳のみ子たちの口にさんびを備え

られた』のだ」 と。全能の神への感謝

をこのような形で見ることは，何にも

勝る喜びではなかろうか。 しかも心が

かたくなで福音を聞 くはずがないと思

われ， この地方一番の罪深い頑固な民

だとされていた村人たちか ら。

「合 衆 国 物 資
、

１８４８年はソル トレーク盆地がイナゴ

の被害に遭った年である。作物を荒 ら

す害虫の大群が，飢謹と絶望の旗印を

かかげて山腹より黒々と飛来 し，青々

とした穀物畑を襲った。．なよやかな穂

は彼 らの貧慾さにかかってひとたまり

もなかった。イナゴはそれこそすべて

を食い尽 くしていった。この破壊者 と

共に，飢餓が哀れな入植者たちの眼前

に立ちはだかった。

しか し，彼 らは奇跡によって救われ

た。この惨害のさなか，食い止めるす

べもないと思われたとき，突然カモメ

の大群が現われたのである。……カモ

メは飛来 して破壊者を餌食にした。 １

日中，イナゴを腹に詰め込 んではいっ

煽

ぱ い に な る と吐 き 出 し， また 詰 め込 ん

だ。 … …

それ で も欠 乏 して いた 。 盆 地 で の初

収 穫 の残 りは， 辺境 や ヨ ー ロ ッパ か ら

や って 来 始 め た 移 民 の 必 要量 を か ろ う

じて確 保 す るだ け で ， カモ メ に助 け ら

れ は して もイ ナ ゴ に よ る被 害 で， 飢 え

の恐 れ が 出 て きた。 … …

半 ば飢 え て服 も満 足 に な い移 民 が ，

あ す の パ ン と身 を被 う衣 服 を ど こに求

め て よ いか わか らず に い る と き， この

時 は小 麦 粉 と衣 料 が 欠 乏 して いた の だ

が ， ヒーバ ー ・Ｃ ・キ ン ボ ール が 予言

の み た ま に満 た され ， 公 の集 会 で 唖然

とす る会 衆 を前 に語 った 。 す ぐ に も

「合 衆 国 物 資」 が ニ ュー ヨー クよ り も

安 くグ レ ー トソル トレー クシ チ ー の街

角 で売 られ ，人 々 は食 糧 や衣 料 が ふ ん

だ ん に 買 え る と。

「とて も
， そ ん な こ とが あ る はず は

な い」 とチ ャー ル ズ ・Ｃ ・リ ッチ は言

っ たが ， そ れ は驚 くべ き宣 言 を 聞 いた

大 方 の人 の気 持 を代 弁 した もの で あ っ

た。

み た ま の力 が 退 いた 途 端， ヒー バ ー

自身 も自分 の言 葉 に驚 き，「肉欲 の人 」

が 頭 を もた げ た 。彼 は席 に す わ る と幹

部 の兄 弟 た ちに ， 「間違 った予 言 を し

た の で はな い か と心 配 だ」 と話 して い

る。 しか し， そ の予 言 の言 葉 は ヒーバ

ーの言 葉 で は な か っ た。 霊 感 を与 えた

神 は， そ れ が ど う実 現 す るか を 知 って

お られ た の で あ る。

この驚 くべ き予 言 は， 金 鉱 目 あて に

カ リフ ォル ニ アへ 向 か う途 中 の 男 た ち

の思 いが け な い来 訪 で 成就 され た 。 カ

リフ ォル ニ アの 金 鉱 発 見 は， ま る で文



明社会をひっくりかえし た よ う だっ

た。荷を山と積んだ幌馬車があとか ら

あとから，アメリカ大陸を金鉱めざし

て進んだ。ソル トレーク盆地は合衆国

の休憩場 となり，聖徒たちがヒーバー

のあのように大胆な予言の驚 きから我

を取 り戻す暇もないうちに，素晴 らし

いことが家の戸口を訪れた。金鉱捜 し

の男たちは富への渇望に感情 も望みも

忘れて，ただ太平洋岸に早 く着 こうと

いう思いでいっぱいだった。彼 らは進

み方が遅いのにしびれを切 らし，荷を

軽 くするために，西部横断の用意に積

んできた大事な商品を原価より安 く投

売 りした。彼 らは疲れ切ってはいるが

もともと毛並の良い馬や家畜を，「開拓

者の所有する元気なラバや馬 と交換 し

たがった。何をさておき，手持ちの生

地，衣料，食料，道具などを，目的地

までに必要な最低限度を残すだけにし

て，旧式な幌馬車 と取 り換えたのであ

る。 こうして，予言者 ヒーバー ・Ｃ ・

キンボールの予言通 りに， 「合衆国物

資」がグレー トソル トレークシチーの

街角でニューヨークよりも安 く商いさ

れたのである。

’その数年後
， ヒーバーはある説教の

中でこの出来事について語 っている。

「予言のみたまは将来を予知する。

神はあなたがこうなると言うからでは

なく，御自身でこうと決めてそれを実

現されるのである。予言者が予知する

のは，全能者が将来に意図しておられ

ることである。それが私の予言のしか

たである。 しか し私は予知せずに予言

したことがある。他のだれもそれを先
も

見 しなかったことと思 う。だが私は話

をし，その予言は私の言葉以上に大き

く成就 された。それは，初めてこの盆

地に入植 した民の将来に関したことで

あった。当時ほとんどの人が毛皮を着，

だれも貧 しく，窮乏 していたが，みん

な元気だった。私はこのよ う に言 っ

た。 『兄弟たちよ，あとわずかで，あ

なたがたは食物や衣料を豊富に持つこ

とになろう。それも合衆国の町々で買

うより安 く買うこどになろう』と。私

．はだれか 『異邦人』が ここへやって来

るとは思わなかった。そのようなこと

は考えてもみなかった。それで話をし

た後， これは間違いに違いないと思っ

た。 このときリッチ兄弟は 「とて もそ

んなことがあるはずはない」 と言った

が，私 も信 じられなかった。 しか し聖

徒たちが驚 き喜んだことには，私の言

葉通 りのことが，いやもっと大きなこ

とが実際に起きたのである。主は私を

正 しく導かれたのに，私はそれを知ら

なかったのである。

私はジョセブ ・スミスが幾度もこう

言 うのを聞いた。自分は主が自分を通

して与えられる啓示について非常な試

しを受けると。なぜならジ ョセ ツ に

は，成就するはずはとてもないと思わ

れたか らである。私は自分が予言者で

あるとは思わない。 しか し，もしふさ

わ しい生活を したな らば，どの男女 も

予言ができるということを，私は知ウ

ている。」

「ロバー ト君
， 君 は な ぜ主 に

不 平 を言 った ので す か、

キ ン ボ ール ー 家 の友 人 で， 長 年 家 族

同様 に暮 ら した ロバ ー ト ・ス ミスが ，

この よ うに言 っ て い る。

「１８５７年 に私 は ビー バ ー兄 弟 の も とで

働 い て い たが ， あ る とき彼 に物 を 乞 う

て 断 わ られ た。 そ れ に気 分 を 害 して ，

家 に帰 って か ら， そ の こ とを 主 に訴 え

た。 翌 朝私 が 仕 事 に行 く と， ビーバ ー

兄 弟 は ，私 を 自分 の部 屋 に呼 んで 言 っ

た。 「ロバ ー ト君 ， 君 は なぜ 主 の しも

べ の ヒー バ ー の こ とで主 に不 平 を 言 っ

た の で すか 。 さ あ， あ な たが 欲 しい も

の は あ げ ます 。 今 後 は些 細 な ことで 主

に訴 え た り しな い よ うに』 と」。
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感 謝 を 神 に 捧 げ ん

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・Ｂ ・ヒ ンク レー長 老

私たちは １世紀以上の長 きにわたっ

て， 「感謝を神に捧げん，予言者の導

き」という素晴 らしい讃美歌を歌って

きた。それは私たち独持の歌である。

私たちは他の教会の歌を何曲か歌い，

他の教会 も私たちの教会の歌を歌 う。

しかし ［一感謝を神に捧げん，予言者の

導 き。末 日に……」と歌うことのでき

るのは私たちだけである。

この曲は今か ら１世紀余り昔に，英

国シェフィール ドに住む貧 しい境遇の

一男性が書いたものである。彼は製鉄

工場で働いていたが，モルモン教会に

入ったために解雇 された。 しかし彼の

胸には熱い証が燃えていた。彼はあふ

れ出る感謝に筆を取 り， このすばらし

い歌詞をしたためたのである。その言

葉は世界数百万の人々の感謝の歌とな

った。私は， この歌が神よりの啓示を

感謝する敬慶な祈 りとして歌われるの

を２１力国語で聞いてきた。

兄弟姉妹たち，私たちはこの混迷 し

た困難な時代を歩むときに，神よりの

知恵の言葉をもって私たちに勧告する

予言者の存在を，いかに感謝すべきで

あろうか，またいかに感謝 しているこ

とであろうか。私たちが心に抱 く確信，

神が，再び地 に召された しもべの口を

通 して民にみこころを伝えたもうとい

１８２

う確 信 は， 私 た ちの 信仰 と行 動 の真 の

基 礎 で あ る。 私 た ち に は予 言 者 が あ る

か， さ もな くば無 で あ る。 私 た ち に は

予 言 者 が い るの で， す べ てが あ る ので

あ る。

１２年 前 ， 私 は責 任 を受 けて 香 港 に本

部 を 置 く伝 道 部 の伝 道 部 長 に 同行 し，

フ ィ リ ピ ンの伝 道 を 開 始 した 。 １９６１年

４月２８日に初 め て の集 会 が開 かれ たが ，

それ は出 席 した 私 た ちに と って決 して

忘 れ られ な い もの とな った 。 そ の と き

集 会 を 行 な う ホ ール はな か った 。 そ れ

で ア メ リカ大 使館 に交 渉 し， マ ニ ラ近

郊 の フ ォ ー ト ・マ ッキ ン レー に あ る ア

メ リカ陸 軍墓 地 に あ る大理 石 で で き た

記 念 館 の 美 しい ポー チ を借 りる 許可 を

得 た 。集 会 は 朝 の ６時半 に始 ま っ た。

悲 劇 の戦 争 を記 念 す る神 聖 な場 所 で，

平 和 の 福音 を教 え る業 が始 ま っ た の で

あ る。

私 た ちは た っ た ひ と りだ け捜 しあて

る こ との で き た フ ィ リ ピン人 教 会 員 の

家 を訪 ね た。 彼 は私 が 忘 れ る こ との で

き な い 印象 深 い話 を して くれ た 。

彼 は少 年 の と き に， ごみ 箱 の 中 に ば

らば らに な りか けた 古 い 「リーダ ーズ

ダ イ ジ ェ ス ト」 が捨 て て あ るの を見 つ

けた 。 そ こ に モル モ ンに つ い て の本 の

要 約 が載 って い た。 そ の本 に は ジ ョセ

ブ ・ス ミス の こ とが 書 い て あ り， 予 言

者 と説 明 され て い た。 「予 言 者 」 とい

う言 葉 は少 年 の心 に強 く響 い た。 この

世 の 中 に本 当 に予 言 者 が い る もの だ ろ

うか と， 彼 は あ や しん だ。 そ の雑 誌 は

な く したが ， 生 け る予 言 者 が い る と い

う話 は， 暗 く長 い戦 争 の問 も彼 の 心 を

去 る こ とが なか った 。

遂 に戦 争 は終 わ り， 合衆 国 政府 は ク

ラ ー ク空 軍 基 地 を 再 開 した。 デ ビ ッ ド

・ラグ マ ン とい う名 の そ の フ ィ リピ ン

人 は基 地 に就 職 した 。 そ して彼 の監 督

者 とな った 空軍 将 校 が モ ル モ ンで あ る

こ とを 知 っ た。 彼 は将 校 に予 言 者 を信

じて い るか ど うか 聞 きた か っ たが ， 聞

くの は こわ か っ た。 しか し心 の葛 藤 が

続 い た挙 句 に， よ うや く尋 ね る勇 気 が

出 た。
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青年は聞いた。 「あなたはモルモン

でいらっしゃいますか。」「はい，そう

ですよ」 という答えがす ぐに返ってき

た。 「あなたは予言者を信 じています

か。あなたの教会には予言者がいるの

ですか」 と，真剣な質問が続いた。

「はい，予言者がいます。生きた予

言者です。私たちの教会を管理 して，

主のみこころを教える人なのですよ。」

デビッドは将校にさらに詳 しい内容

を教えてもらい，その後バプテスマを

受けたδ彼はフィリピン人で最初に長

老に聖任され，現在は北ルソン地方部

の地方部長である。今や彼は地上に生

ける予言者が存在することを身をもっ

て知ったのである。

自分たちに関心を寄せてお られる神

のみこころを伺い，それを私たちに教

えて くれる人を長に持つこと以上に大

きな祝福はあるだろうか。私たちは，

「賢き者の知恵も滅 し，慎み深 き者の

覚 りも物の数」ではないことを知るの

に，世の中をあちこち捜 し歩かな くて

もよい。世の捜 し求めるべき知恵は，

神よりの知恵である。世を救う唯一の

悟りは，神についての悟りである。

「まことに主なる神はその しもべで

ある預言者にその隠れた事を示 さない

では，何事をもなされない。」（アモス

３：７）

これはアモスの時代もどの時代も同

じである。聖なる神の人々は，聖霊に

感 じて悟った。（皿ペテロ１：２１参照）

それらの古代の予言者は来たるべきこ

とを警告 したばかりか，それよりもさ

らに大事な，民に対する真理の啓示者

となった。生活に平安を見出し幸福に

なるにはどの桑うに生きるべきかを教

え示 したのは．彼 らであった。

あ る青 年 の こ とが 思 い出 され る。彼

は キ リス ト教 徒 と して い ろ い ろな 教 会

を め ぐ り歩 い たが ， ど こも予 言 者 につ

い て教 え て は い なか った 。 予 言 者 た ち

を あが め る の は ユ ダ ヤ人 の間 だ け で ，

そ の た め彼 は ユ ダ ヤ教 を 受 け 入 れ た。

１９６４年 の夏 ， 彼 は ニ ュ ー ヨ ー ク市 へ

行 き， 万 国博 覧 会 を 見 た 。 そ こで モル

モ ン ・パ ビ リオ ンに 入 り，．旧 約 聖 書 の

予 言 者 た ち の絵 を見 た。 エ ホバ の み こ

ころを 啓 示 した 昔 の 偉 大 な 人 々１に つ い

て， 宣 教 師 が 感 謝 しなが ら話 す の を 聞

く うち に， 彼 の 胸 は熱 くな って きた 。

そ して パ ビ リオ ンの 先 に 進 む と，近 代

の予 言 者 につ いて ， また 予 言 者 ， 聖 見

竜 啓示綬 噛 鴛 言わ解 ジ・セ

フ ・スミスについ七説明旗あ蓼尭ち何

かが彼の心を動か した。彼６霊は宣教

師の証に答えたのである。彼はバプテ

スマを受けだ。そして南アメリカで伝

道 し，多 くの改宗者を得た。彼は家に

帰って以来，家族や他の人々を教会に

導 く器となっている。ジ ョセブ ・ス ミ

スが真に神の予言者であり，彼に続 く

予言者たちもその神聖で高貴な責任の

正当な継承者であると彼が証するのを

聞 くと，私の心は暖か くなる。

偏見をさしはさまずにジ ョセブ ・ス

ミスの話を読むならば，彼が来たるべ

きことの偉大な予言者であったことを

一体だれが疑い得ようか。銃口が火を

吹 く１３年近 くも前に，彼は悲劇のアメ

リカ南北戦争を予言 し，それ以後地上

のあらゆる国々に戦争が起 こると述べ

た。この世代のあなたがたや私が，そ

の驚 くべき言葉が成就 されたことの証

人である。

彼はまた，当時イ リノ・ぞ州に住ｉんで

いたこの民がやがて追い立てられ，多

くの銀 難 を 経 て ， 合衆 国 西部 ロ ッキ ー

山脈 の間 で 強 木 な民 にな る と予 言 した 。

今 私 た ちが ソル トレ ー ク シチ ーの テ ン

プ ル ス ク ェ ア， 大 タ バ ナ クル に集 ま っ

て い る の は， この すば ら しい 予 言 の言

葉 が 成 就 した こ との証 拠 で あ る。

彼 の継 承 者 に して もそ うで あ った。

１８４９年 の厳 冬 の あ る 日， ソル トレ ー ク

盆 地 の先 駆 者 た ちが セゴ ユ リの根 と ア

ザ ミの葉 で 飢 えを しのい で い る と き，

カ リフ ォル ニ アで 金 が発 掘 され た 。 こ

の地 の窮 乏 状 態 を 脱 して将 来 の あ る カ

リフ ォ ル ニ アへ 行 くの だ と考 え た 人 々

に向 か い， この 場所 で 古 ぼ け た演 壇 に

立 った ブ リガ ム ・ヤ ン グ は， 予言 の言

葉 を 告 げ た 。 そ の 中 で彼 は こ う言 って

い る。

「私 た ち は ナベ の 中 か ら火 の 中 へ
，

火 の中 か ら乾 き き った床 （西 部 の砂 漠 ）

の真 ん中 へ 追 い立 て られ て きた。 私 た

ち は今 こ こ にい る。 そ して将 来 も こ こ

に留 ま る。 …∵・

私たちはこの場に至離 に捧げる神

殿 と町を建設する。私たちは開拓地を

西に東に∫南に北に広げ，多 くの入４

が住む町々を建設ずるだろう。．そして

それにも増 して多 くの聖徒が世界各国

か ら集 まるであろう。

ここは各国の大路 となるであろう。

王と皇帝と世の貴人；賢人が ここに私

たちを訪れるであろう。……」

テンプルスクェナの訪間者センター

に立ち，毎年何十万，何百万の人々が

ここを訪れるのを見れば，ブリガム ・

ヤングが予言者 として語ったことに，

何の疑いが持てるであろうか。何年か

前に，要人が列をなして大管長会事務

室に足を運び，私たちが教会の大管長，

現在の予言者として支持する人 との面
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一言するのを許 していただきたい。他

意はないつもりである。 リー大管長の

半生の幾分かを知る人な らば，その同

じ影響が彼にも働いているのを否定で

きないであろう。彼は，今でいえば貧

困とされる境遇から身を起 こした人で

ある。彼ぽ筋肉労働の意義を，』じかに

経験 して知っている。彼は宣教師 とな

り，訪ねた大半の家で拒まれた経験を

持つ。また，苦学を し，大病をわず ら

って生死の境をさまよった。また，悲

しみの暗 く深い谷間を歩いたこともあ

る。生涯をすりかえってみれば，すべ

てがあの通り，他人の苦労と苦悩 と悲

嘆をさらに理解できるようにとの鍛練

の道程にほかならないのである。そ し

てそれと共に，不幸や悲嘆にめげず，

接するすべての人をより高い次元に引

き上げるた くましい気力があった。

私は最近， リー大管長の後輩同僚 と

してヨーロッパと英国の伝道部をめ ぐ

ってきたが，青年たちは大管長に強い

感銘を受け， 目に涙をたたえ，顔に美

しいほほえみを浮かべて大管長を見つ

めていた。彼が聖典から救い主のよう

に 「権威ある者 として」語るとき，宣

教師たちは心を奪われた様子ですわっ

ていた。子供たちは，聖餐の聖なる真

理 を理解させようと子供の言葉で語 る

彼の話に，身 じろぎもせず聞き入って

いた。彼が祝福を与えるとき，年老い

た男女は泣いていた。

たくましい青年が大管長にすがり，

目をうるませて 「こんなに天国に近 い

気持を味わったことはありません」 と

言 っていた。 このときほど感動的な光

景を目に したことはない。

私はみたまの禧を受けた者 として，

彼の予言者の召 しを証し，地上数百万

の民 と声を合わせて 「感謝を神に捧げ

ん，予言者の導き。末 日……」と歌う

のである。私は感謝 している。主のみ

こころを行なうときにこの民にもたら

される平和 と進歩と繁栄に満足 してい

る。そのみこころが主の予言者から告

げ知 らされるか らである。もし私たち

が彼の勧告を守 らないならば，彼の聖

なる召 しを否む ことになる。 もし彼の

勧告に従うならば，私たちは神か ら祝

福 されるであろう。

汝がために祈る，．愛する予言者よ

慰めとカとをたもうようσ

しわ刻まれる歳月に

ダ

垂・

内 な る光 ， 今 の ご と輝 き い で ん こと

を

（英 文讃 美歌 Ｐ．３８６）

神 は生 きて お られ ， 永 遠 の 真理 を啓

示 さ れ る。 イ エ ス ・キ リス トは私 た ち

の救 い主 で あ り，この 教 会 の頭 で あ る。

地 上 には予 言 者 が い る。 私 た ち を教 え

る聖 見者 ， 啓 示 を 受 け る者 で あ る。 そ

の教 え に従 う よ う，神 が私 た ち の心 に

信 仰 と修養 とを 与 え た も う こ とを， へ

り くだ っ て祈 る潔 第 で あ る。 イ エ ス ・、

キ リス トの御 名 に よ り， ア ー メ ン。

（第 １４３回半期総大会での説教）



モルモン思想の古典

死 者 の 蹟 い の

示 現

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

第 ６代大管長

ジ ョ セ フ ・ Ｆ ・ス ミ ス

（１８３８－ １９１８）

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 第 ６代 大 管 長 ジ ョセ ブ ・Ｆ

・ス ミス は ，１８３８年 １１月 １３日， ミズ ー リ州 フ ァー ウエ ス トで

ハ イ ラム ・ス ミス と メ ア リー ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス の

息 子 と して誕 生 した 。 １８４４年 ６月 ２７日に は ，父 と叔 父 で あ る

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスを イ リノ イ州 カ ー セー ジで の殉 教 で

失 った 。 １８４６年 ， ア イオ ワか らネ ブ ラス カ の ウ ィ ンター クォ

ー ター ズ まで 母 の 荷 車 を 駆 り， そ の ２年 後 ，家 族 の全 財 産 を

積 ん だ 牛 車 を 駆 って 草 原 を横 切 り， ソル トレー ク盆 地 に着 い

た 。 ユ８５２年 ９月２１日， ソル トレー ク シチー で母 を亡 く した。

１８５４年 ４月 の総 大 会 の 時 ，弱 冠 １５歳 でハ ワ イへ の 宣 教 師 に召

さ れ た。 １８６６年 ７月 １ 日，使 徒 職 と副 管 長 に聖 任 され ，１８６７

年 １０月 ８ 日十 二 使 徒 評 議 員 会 会員 に任 命 さ れ る ま で そ の職 に

就 い た。 １８８０年 １０月 １０日， ジ ョン ・テ イ ラー 大 管 長 の 第 二 副

管 長 に召 され ， ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ と ロ レンゾ ・ス

ノー 両 大 管 長 の も とで もそ の 職 を 果 た した 。 さ ら に， １９０１年

１０月 １７日 に大 管 長 に 支 持 され た。 １９１８年 １１月 １９日に ソル ト レ

ー ク シ チー で 死 去 。 １９１８年 １０月 ３日 に受 け た この 示 現 は ， 同

月 ３１日に 大 管 長 会 副 管 長 ， 十 二 使徒 評 議 員 会 な らび に 大 祝 幅

師 の 前 に提 出 され ， 全 員 一 致 で 受 け 入 れ られ た。
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１９１８年１０月 ３日，私 は自分の部屋に

いて聖典の言葉を心深 くに留め，世を

瞭うために神の御子が払われた大きな

瞭いの犠牲と，世に購い主が来られる

にあたって御父と御子の表わされた大

きなすばらしい愛に思いを はせ て い

た。その愛は，主の瞭いを通 し，福音

の諸原則に従うことにより，人類が救

われ得 るという愛である。

私はこのように思いをめぐらしてい

ると，主が十字架上で亡 くなられた後

に福音が宣べ伝えられたポンタス，ガ

ラテヤ，カッパ ドキア等，アジアの地

方に散在する初期の聖徒に宛てた使徒

ペテロの書簡が心に浮かんできた。私

は聖書を開いて，ペテロの第一の手紙

第 ３章と４章を読み始めた。すると私

は次の聖句にかつてないほどの強い印

象を受けた。

「キリス トも，あなたがたを神に近

づけようとして，自らは義なるかたで

あるのに，不義なる人々のために，ひ

とたび罪のゆえに死なれた。ただし，

肉においては殺されたが，霊において

は生かされたのである。

こうして，彼は獄に捕われている霊

どものところに下って行き，宣べ伝え

ることをされた。

これ らの霊 というのは，むか しノア

の箱舟が造 られていた間，神が寛容を

もって待 っておられたのに従わなかっ

た者どものことである。その箱舟に乗

り込み，水を経て救われたのは，わず

かに八名だけであった。」（１ペテロ３

：１８－２０）

「死人にさえ福音が宣べ伝えられた

のは，彼 らは肉においては人間として

さばきを受けるが，霊においては神に

従って生きるようになるためである。」

（１ペテロ４：６）

これらのことについて深 く老えてい

ると，理解の眼が開かれ， また主のみ

たまが私の上にとどまった。そして私

に小さき者 と大いなる者の死者の群れ

が見えた。おびただしい義人の霊が群

れをなしてひとつ所に集まっていた。

彼 らはこの世にあってイエスの証に忠

実であり，神の御子の大いなる犠牲に

似た犠牲を捧げ，瞭い主の御名によっ

て苦難を受けた者たちであった。 これ

らすべての者たちは，父なる神 と父の

生みたまいし独 り子イエス ・キリス ト

の憐みにより得 られる栄えある復活に

確固たる望みを抱いてこの世を去 った

者たちであった。

私は彼 らが喜びに満たされ，解 き放

たれる日が目前に迫っているために共

に喜んでいるのを見た。彼 らは，神の

御子が霊界に来たりたもうて，死の縄

目か らの照いを宣言されるのを待ちつ

つ集まっていた。彼 らの眠れる身体 は・

骨はその髄までもまた腱 と腱を覆 う肉

も完全な形に回復され，霊と肉は再び

分かれることのないように結合され，彼

らは完き喜びを受けようとしていた。

この大群衆が死の鎖か ら解き放たれ

るときを喜びなが ら待ち，語 り合って

いると，神の御子が現われた もうた。

そして，忠実であった捕われ人に自由

を宣言 し，また永遠の福音および復活

の教義，堕落か らの贈い，悔改めを条

件 とする個人の罪よりの瞭いについて

彼 らに説き教えられた。 しか し，神の

御子は邪悪な者たちの所へは行かなか

った。そして，神を敬わない者，肉体

を得ていたときに自らを汚 し悔い改め

ない者には主は御声をあげられず，ま

た古代の予言者たちの証 と警告に耳を

傾けなかった不従順な者たちは，御子

にまみえることも，御子の顔を仰ぎ見

ることもなかった。 これらの者のいる

所は闇に支配 されていたが，義人の中

には平安があった。そして聖徒たちは

自分たちの瞭いを喜び，ひざまずいて

死と地獄の鎖からの解放者，瞭い主で

ある神の御子に感謝を捧げた。彼 らの
１顔は輝き

，主の御前 よりの光が彼 らの

上にとどまり，彼 らは主の聖 き御名を

たたえて歌った。

私にはこのことが不思議でならなか

った。なぜなら，救い主はユダヤ人と

イスラエル家の人々の間にあって約 ３

年間導きと教えの御業に携わり，彼 ら
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感謝を神に撞げん

会 を 求 めた こ とが あ った 。世 界 各 国 の

政 治 ， 経 済 ，教 育 ， 法 曹 の指 導 者 が そ

こ に見 られ た。 彼 らは， 教 会 員 が の け

者 に され， 山 間 の荒 野 で孤 立 して い た

時 代 に ブ リガ ム ・ヤ ングが 「賢 き者 ，

貴 き者 」 と語 っ た人 々で あ る。

２週 間前 ， 私 た ち は飛 行 機 でサ ンフ

ラ ンシ ス コか らオ ー ス トラ リアの シ ド

ニ ー に 向か っ た。 機 上 で ，近 くの 席 に

す わ っ た青 年 が 「ア メ リ カの予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス」 と い う本 を 読 ん で い

るの に気 づ い た。 私 は これ 幸 い彼 に話

しか け た。 自分 もそ の 本 を 読 んだ こ と

が あ る こと， 著 者 を 知 って い る こ とを

話 してか ら，どんな関心があるのか尋

ねてみた。彼はいろいろと答えて くれ

たが，中でも予言者に関心があり，現

在も予言者がいるということに興味を

そそられたという。図書館でその本を

見つけ’たとのことであった。長々と話

をした中で，私はジョセブ ・ス ミスが

本当に予言者だったことを証 した。彼

は来たるべきことを語った。 しかしそ

れより大事なのは，彼が永遠の真理の

啓示者，主イエス ・キリス トの神聖な

使命の証 し人だったことである。あの

青年が研究を続け，やがて心にこれと

同じ証を持つようになることを願って

灘懸懸 灘難灘 』
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い る。 私 は き っ とそ うな る と確 信 を持

って い る。

兄 弟姉 妹 た ち， 私 は ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス が予 言 者 と して， 全 能 者 の御 手 に使

わ れ て この業 を 回復 した こ とと 同時 に

彼 に続 い た入 た ち の こ とを 深 く感謝 し

て い る。 彼 らの生 涯 を 研 究 す れ ば， 主

が い か に して 彼 らを 選 び ， 永 遠 の 目的

にか な うよ うに練 り鍛 え られ た か が わ

か る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は あ る と き こ

の よ う に語 った。 「私 は， 高 山 か ら転

げ 落 ち る巨 大 な ごつ ごつ した石 の よ う

だ。 … …地 獄 が総 力 を尽 く して こっ ち

の角 あ っ ち の 角 と砕 き けず り， そ う し

て私 は全 能 者 の矢 筒 の中 の な め らか に

研 か れ た矢 に な る のだ 。」

彼 は憎 まれ ， 迫 害 され た 。 追 い立 て

られ ， 投 獄 され た 。 の の し られ ， 打 ち

たた か れ た 。 彼 の 生 涯 を 知 れ ば ， 彼 自

身 の語 った 変 遷 の跡 が歴 然 とす る。 一

生 の 間 で 力 は増 し加 え られ た。 鍛 練 さ

れ た 。 自分 の命 よ り も他 人 を愛 す る愛

が 養 わ れ た 。荒 け ず りの石 の 角が けず

り取 られ て ，彼 は全 能 者 の御 手 の中 の

研 か れ た矢 とな っ た の で あ る。

ジ ョセ フ ・ス ミス の あ とを 継 い だ人

々 に して も同 じで あ る。 長 年 の献 身 の

間 に，彼 らは鍛 え られ ，選 り分 け られ，

試 さ れ て， 全 能 者 の 目的 にか な う よ う

に作 り上 げ られ た の で あ る。 ブ リガ ム

・ヤ ン グ， ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ

フ， ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス らの生 涯 に

つ い て読 め ば， だ れ が そ れ を疑 い得 よ

うか 。 主 は彼 らの心 を和 らげ， 性 質 を

練 って ，後 に彼 らに負 わせ た も う大 い

な る神 聖 な責 任 の備 え を させ られ たの

で あ る。 そ れ は， 愛 す る指 導 者 ， 現 在

の 大管 長 ハ ロル ド ・Ｂ ・リー につ いて

も同 じで あ る。 こ こで 大 管 長 につ い て



死者の賦いの示現

に永遠の福音を教え，悔改めを呼びか

けることに力を尽 くされたが， しか し

主の力ある御業 と奇跡 大いなる権威

と権能による真理の宣言にもかかわら

ず，主の御声に耳を傾け，主の御許で

喜びを受け，救いを手にした者はほん

の少数であることを私は知っていたか

らである。 しかも主の死者への伝道は

十字架上の死と復活の間のわすかな時

間に限 られていた。神の御子は，昔 ノ

アの時代に神か寛谷をもって待 ってお

られたのに従わないために獄 に捕われ

ていた霊たちのところへ行って宣へ伝

えられたとペテロは語っている。主は

これほとわすかな時間てこれ らの霊に

宣へ伝え，必要な御業を成 し遂げるこ

とがとうしてできたのだろうかと，ペ

テロの言葉を不思議 に思った。

私が不思議に思っていると，私の眼

は開かれ，理解か早められた。そして

私は，主か真理を否定 した邪悪な者，

不従順な者の中へ行って教えられたの

ではないことを知った。主は義人の中

か ら軍を組織し，権威 と権能をまとっ

た使者を任命 し，闇の中にいる者たち，

さらにはすへての人の霊のもとに福音

の光を携えて行 く権限を与えられたの

であった。 このようにして死者に福音

が宣べ伝えられたのである。選はれた

使者は行って，主に受け入れられる日

を告知 し， 自らの罪を悔い改めて福音
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を 受 け 入 れ るす べ て の 者 に そ の捕 わ れ

の身 か らの 自由 を宣 言 した 。 この よ う

に して， 真 理 の知 識 か な く自 ら罪 の あ

るま ま， す な わ ち予 言 者 を 拒 んで い た

背 罪 の あ る ま ま死 んだ 霊 た ち に福 音 が

宣 べ伝 え られ た の て あ る。 これ らの霊

に， 神 へ の信 仰 ，罪 の 悔 改 め，罪 の赦 し

を 受 け るた め の身 代 りの バ プ テ ス マ，

按手によって授かる聖霊の賜，その他

肉においては人間 として裁かれ，霊に

おいては神に従って生きる資格を得る

ために知る必要のある福音のすべての

原則が教えられた。

このように，小 さき者にも大いなる

者にも，不義な者にも忠実な者にも，

死者の中に，神の御子の十字架での犠



牲を通して瞭いがもたらされたことが

知 らされた。瞭い主は，肉体にあると

きに主を証した忠実な予言者たちの霊

が，主御自身が彼 らの反抗 と罪のゆえ

に行 くことのできないすべての死者に

瞭いのおとずれを携えて行き，それら

の死者が主の僕の働 きにより主の御言

葉を聞 くことができるように教え，準

備されて，霊界での滞在期間を過ごさ

れた。

この義人の大会衆の中に集まってい

た大いなる力ある者の間には， 日の老

いたる者，すべての人の先祖である父

祖 アダムがいた。また栄えある母イヴ

が，真の生ける神を礼拝 し，歴史を通

じて生きてきた多 くの忠実な娘たちと

共にいた。最初の殉教者アベルも，そ

の弟で，父アダムに生き写 しの力ある

者の一人セツもいた。洪水を警告した

ノア，偉大な大祭司セム，忠実な者の

父アブラハム，イサク，ヤコブ，イス

ラエルの偉大な立法者モーセもいた。

さらに，瞭い主が謙遜な者を集め，捕

われ人に自由を宣言 し，捕われている

者の獄を開 くたあに油を注がれている

と予言したイザヤもそこにいた。

死者の復活のときに肉体をまとって

生ける霊の結合体 となる乾いた骨のあ

る大きな谷を示現で見たエゼキエル，

末日に神の王国が建てられ，いつまで

も，滅びることも他の民の手に渡 され

ることもないことを予見 し，予言 した

ダニエル，変貌の山でモーセと共にい

たエ リヤもいた。またモロナイも予言

者ジョセブ・ス ミスに告げたが，エラ

イジャの訪れを証 し，主の大いなる恐

るべき日に先立ってエライジャがつか

わされることを宣言 したマラキもそこ ・

にいた。予言者エライジャは父に与え

られた約束を子の心に植え，全地がの

ろいをもって撃たれ，主の再臨のとき

に滅びることがないように，死者の瞭

いと子 と両親 との結び固めのため時満

ちたる神権時代に主の宮居において行

なわれる大いなる御業を予め示 した。

これ らすべてに，ニーファイ人の中

にいて神の御子の降誕を証 した予言者

たちをはじめ多 くの者が， この大会衆

の中にいて解放を待っていた。なぜな

らば，死者は霊と体が長い間分離 して

いることを束縛 と考えていたか らであ

った。主は彼 らに，主が死より復活さ

れた後に，よみがって御父の王国に入

り，不死不滅と永遠の生命の冠を受け，

その後主が約束 されたように各々の働

きを続け，主を愛する者のために備え

おかれたすべての祝福にあずかる者 と

なることを教え られ，そのための力を

授け られた。 １

神殿の建築，また，死者の贈いのた

めにそこで行なわれる儀式を含む，偉

大な末日の業の基を置 くために時満ち

た る時代 ま で備 え おか れ た， 予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス， 私 の父 ハ イ ラム ・ス

ミス ， ブ リガ ム ・ヤ ング， ジ ョ ン ・テ

’イラ ー， ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ

そ の他 選 ばれ た 霊 た ち も霊 界 に い た。

また 私 は， 神 の教 会 で 治 め る者 とな る

よ う時 の初 め に選 ばれ た高 貴 に して偉

大 な る者 た ち の中 に彼 らが い るの も見

た。 彼 らは， 生 ま れ る前 か ら他 の 多 く

の者 と共 に霊 界 で最 初 の教 えを 受 け，

主 の定 め られ た とき に 出て 行 き， 人 を

救 うた め に主 の ぶ ど う園 で働 くよ う準

備 して い た。

私 は ， この 神権 時代 の忠 実 な長 老 た

ちが ， この 世 を 去 った後 も， 死 者 の住

む 大 きな 霊 界 に お い て 闇 と罪 の かせ の

もと に い る者 た ちの 間 で， 神 の生 み た

ま い し独 り子 の 犠 牲 を通 じて 得 られ る

悔 改 め と照 いの 福 音 を引 き続 き宣 べ 伝

え て い る の を見 た 。悔 い改 め た死 者 は，

神 の宮 居 の儀 式 に従 う こ とに よ って 賭

わ れ， 自 らの罪 の代 価 を支 払 い， 清 く

洗 わ れ た後 に そ の働 きに応 じて報 い を

受 け るで あ ろ う。彼 らは救 い を受 け継

ぐ者 だ か らで あ る。

この よ う に して， 死者 の瞭 い に 関す

る示現 が私 に明 らか に さ れ た。 私 は，

救 い主 イエ ス ・キ リス トの恵 み に よ り，

この 記録 が 全 く真 実 で あ る こ とを証 す

る。 ア ーメ ン。
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一 新 しく社会人と して巣立つあなた に 一
思 い ます ね。

先 輩 と 語 る

先輩 柏 倉 仁 兄弟 （３４歳 建設エ事会社勤務）

後輩 鈴 木 茂 兄 弟 （２４歳 銀行へ入社）

出世 す る こ と につ い ては ど う考 え て お られ ます か。

あ ま り出 世 しよ う しよ う と考 え るの で は な く， まず イ エ ス

・キ リス トの 福 音 を 実 践 しよ う とす る こ とに ウ エ イ トを お

くこ とだ と思 い ま す 。 そ うす る こ とが結 局 は 自分 が 信 頼 さ

れ ， 高 め られ る こ とに な る と思 っ て い ます 。 これ は消極 的

な考 え の よ うに 感 じ られ るか も知 れ ませ ん が ， 私 は これ こ

そ 積極 的 な や り方 だ と思 って い ます 。

私 は この ４月 か ら社 会 人 と して ス タ ー トしま す 。 「が ん ば

って 働 こ う」 との や る気 と と も に 「大 丈 夫 か な」 との心 配 も

あ ります 。 す で に１０年 余 りの 経 験 を持 って い らっ し ゃ る先輩

と お話 して い る と， 次 第 に 「よ しや れ る」 との 力 が わ い て き

ま した 。 その い くつ か を ご紹 介 して み ま し ょ う。

自分 だ けが 教会 員で あ る と の違 和 感 が あ りま し たか 。

そ うい う時 もあ る と思 い ま す が， 自分 の 方か ら， か らに閉

じ込 も ろ う とす る の で は な く， 仕 事 に 自信 を つ け， 自分 は

・ｆエ ス ・キ リス トの福 音 を い つ わ りな くほん と う に行 な っ

て い る との 自信 を つ け れ ば， 皆 ん な と暖 か くや って 行 け る

と思 い ます 。

つ ま らな い と思 う仕 事 をす る よ う に言 わ れ た こ とが あ り ま し

た か。 一

あ りま す ね。 で も仕 事 と い う の は， くだ らな い こ と さえ で

き な け れ ば，，何 ん に もで き な い と思 い ます よ。

会社の人たちとの交際はどうしておられますか。

酒 もタバコも飲まないし，夜は集会に行かねばならないと

思 うと交際する時間がないように感 じられますね。 しか し

よく考えて見るとお互いに接する時間は非常に多いんです

よ。仕事でも接 します し，昼食の時で も接 します。一緒に

帰る日だってあります。退社後だけに交際があると思わな

いで，ふだんの時間を大切に生かすようにしています。夜

よりは昼間の時間の方がずっと長いと思いますよ。

教 会 活 動 を行 な うた め に残 業 を ど う して お られ ます か 。

月 曜 日は家 庭 の夕 べ ， 火 曜 日 は指 導 者 会 ，水 曜 日は ホ ー ム

・テ ィー チ ン グ， 木 曜 日 はＭ ＩＡ ， 金 曜 日は 支 部 長 会 とい

う よ う な時 もあ りま したの で ， 夜 残 業 す るの は大 変 で した

ね。 そ の打 開 策 と して ， 朝 一 時 間 早 く行 くこ と に し ま し

た。 そ して 他 人 の 仕 事 も手 伝 う とい う気 持 が な い と， イ エ

ス ・キ リス トの福 音 を 職 場 で 実 践 す る こ とは む つ か しい と

キリス トの福音の実践についてもう少し話しでください。

福音の実践の中で最も大切なことは愛だと思います。教会

での愛や家庭での愛は実行 しやすいかも知れません歩，社

会での愛は，大変なんですね。 しか し，モルモンとして最

後までやり通すためには，この苦 しみを乗り越えねばなら

ないで し一よう。お客さんに対 して，下請さんに対 して，上

司，同僚に対 して愛をもって接するように努力することだ

と思います。時間を守る，約束を守る，誠実につき合 うこ

となどか らはじまりますね。そのような積重ねが信頼され

る人をきず くと思います。．．

知 恵 の言 葉 で の 問 題 が あ りま した か。

とて も シ ョッ クな こ とが あ りま した。 入 社 の時 ， 専 務 さん

か ら面接 を 受 け 「この 会社 は酒 を飲 め な い人 間 は ダ メ なん

だ 」 と言 わ れ た ん で す。 そ の 時 は ほん と に ダ メ なの か と真

剣 に考 え ま した。 そ れ か ら しば ら く して ， 昼 食 会 の 時 だ と

思 い ま す が， 自己紹 介 の機 会 が あ りま した 。 そ の 時 私 は モ

ル モ ン教 徒 で， 酒 ， タバ コ， コ ー ヒー， お 茶 な どは や らな

い が皆 さん と仲 良 くや って い き た い と い う よ う な宣 言 を し

ま した と ころ， そ の後 専 務 さ んが う しろを 通 られ た 時 ， 私

の肩 を た た いて 「この間 の こと は， 冗 談 だ か ら気 に す る な

よ」 と言 わ れ た ん です ね 。 そ の時 とて も うれ し くて 勇気 が

わ い て きた よ うな気 持 で した。

「あの人 は飲 ま な いか らい じめて や ろ う
」 と真 剣 に 考 え て

い る人 は ま ず い ませ ん よ。 お得 意 様 との 酒 宴 に な った 時 で

も， は っき り させ な い で黙 って い る と皆 ん なか らさそ わ れ

て か え って失 礼 に な ります ね 。 恥 ず か しい と思 わ な い で 説

明 す る こ とです 。 しか しい ば るの で は な く， けん そ ん に 誠

実 に理 解 を求 め る こ とだ と思 って い ます 。

教 会 と仕 事 の両 立 に つ い て， どん な 工 夫 を さ れ て い ま す か 。

上 司 か ら 「教 会 が大 切 か 仕 事 が 大 切 か」 と言 わ れ た こ とが

あ りま すが ， まず ， や らね ば な らぬ こ とは ， や る こ とで す

ね。 そ して モル モ ンで す か ら普 通 の人 以上 に た ゆ ま ぬ努 力

をす る こと だ と思 い ます 。真 剣 に 仕事 と取 り くん で い る と

理 解 して くれ ます よ。 も う何 も言 わ れ ま せ ん し， 「君 の よ
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うな生 活 は僕 に は む つ か しい。 が ん ば って くれ よ」 と励 ま

され る こ とさ え あ ります よ。

教 会 員 と しての 喜 び は ど うで した 。

た くさん あ ります よ。 会 社 の 仲 間 と， お客 様 を訪 問 しま し

た。 伸 間 が私 を紹 介 す る時 「私 は信 用 で きな い か も知 れ ま

せ ん が， この人 間 は信 用 で き るか ら心配 しな い で仕 事 を ま

か して下 さい」 と言 うん で す ね 。 そ の 時私 は モル モ ン教 徒

と して忠 実 に戒 め を守 って いて 良 か った と思 い ま した。 ひ

と．りで海 外 の お客 様 を たず ね た 時 「モル モ ンな の で お酒 は

飲 ま な い」 と言 っ た と ころ， そ の方 は 「モル モ ンで は な い

が私 も飲 ま な い。 しか しモル モ ンは 良 く知 って お り真 面 目

な人 々 だ」 と言 っ て， 私 を い ろん な人 に 「真 面 目な人 だ

よ」 と紹 介 して 下 さ り， ほん と に助 か り ま した 。 そ の 方 は

オ ー ク ラ ン ド神 殿 の近 くに住 ん で お られ た ん で す 。

宗 教 は ちが い ます が 中 近 東 へ 行 った 時 も， 「あな た の よ

うに真 面 目 に戒 律 を守 って い る人 は ， 私 た ちの 国 で もだ ん

だ ん 少 な くな りま した。 今 度 日本 へ 行 って 商 談 を ま とめ る

時 は， ぜ ひ立 会 人 と して 同 席 して 下 さい。 信頼 で きる入 を

探 して い ま した」 と喜 ん で も らった こ と もあ りま す 。

とにか く， 教 会 や 家 庭 で の 愛 の 実 践 は や さ しい で し ょう

が ， 社 会 で の 実 践 を め ざ して 努 力 す る こ とで す ね。 そ うす

れ ば， 思 わ ぬ 時 に 「よか った な あ 」 と感 じ る喜 び が た くさ

ん あ りま す よ。 自分 で壁 を つ くった り， へ ん な か らに閉 じ

込 も ろ う と しな い で ，積 極 的 に や っ て み て 下 さい 。

「イ エ ス ・キ リス トの 福 音 の 実 践」 社 会 人 と して の 出発 は，

それ の ま さ に正 念 場 で あ る， とい うの が， 柏 倉 兄 弟 の お話 か

ら私 の受 け た総 括 的 な実感 で した。

そ して ， 兄 弟 の 言 葉 ひ とつ ひ とつ に感 じる， ま ぎ れ な い確

か さ は， 教 会 員 と して の み な らず社 会 人 と して の 自信 と実 績

に裏 打 ち さ れた 所 為 で あ る と痛 感 しま した。

しか し， それ が 単 に一朝 一夕 に成 し遂 げ られ た も ので は な

く， 時 間 が か か り，試 行 が あ り， そ して 入 の数 倍 の努 力 が あ

って ， そ の過 程 に 始 め て存 す る もの で あ っ た こ とを お 話 して

い た だ い た と き， だ か ら こそ， 私 た ち に もや れ る し， また や

らなけ れ ば な らな い とひ とつ の 自信 を持 って 感 じ た わ け で

す 。

一 瞬 た り と もモ ル モ ンで あ る こ との 自覚 と 自信 を失 念 す る

こ との な い よ うに，しか も気 負 う こ とな く。 一 そ うす れ ば，必

ず 道 は 開 け る。一 これが ， 私 の得 た結 論 の ひ とつ で した 。

最 後 に ， この よ うな機 会 が あ っ た こと， そ して 模 範 と して

の先 輩 た る指 導 者 が， 私 た ち に数 多 くい ます こ とを ， 心 か ら

感謝 い た しま 窮

ハ ワ イ島 で の経験

神 尾 昇
大阪 ステＬ キ部長

昨年 １１月 中旬 ，社 用 で ハ ワイ島 へ 旅 行 した と き に良 い 経 験

を い た しま した 。

ホ ノル ル 空 港 を離 陸 した飛 行機 は， 折 りか らの朝 日を 翼 い

っぱ い に浴 び て ， あ た か もそ の前 途 が大 き く開 か れ て い るか

の よ うで した 。 約 １時 間 の飛 行後 ， コナ空 港 に着 陸 し ま し

た 。 コナ 空 港 は原 住 民 の住 居 を ア レン ジ した ポ リ ネ１シ ア風 の

建 物 で ， コ ン ク リー ト ・ジ ャ ング ル に 馴 れ て しま っ た私 た ち

に は ， か え って新 鮮 さ と， 自然 を 大切 に す る思 い や りを知 る

こ とが で きま した。 この よ うに， ハ ワイ 島 で の第 一 歩 は， 好

印 象 で 始 ま りま した 。 出 迎 え て くれ た現 地 会社 の人 の案 内で

マ カデ ミア ・ナ ッナ農 園へ 到 着。 農 園 管 理 会 社 の ス チ ュ ア ー

タ ー社 長 の 出迎 え を 受 け， さ っ そ く商 談 に入 りま したが ， 商

談 の前 に本 場 コナ ・コ ー ヒーが 出 され ま した 。 私 が コ ー ヒ ー

に 手 を つ け ず に い る と， ス チ ュ ア ー タ ー社 長 は， 「コ ー ヒ ー

は お飲 み に な りま せ ん か」 と質 問 さ れ ます ので ， いつ もの通

りに 「モ ル モ ン教 徒 です の で コ ー ヒー は飲 み ませ ん 」 と，教

会 で の役 職 を示 す名 刺 を手 渡 しま した 。

彼 は そ れ を見 て一 瞬 顔 色 を 変 え ， 次 に， て い ね い な言 葉 使

い で 「大 阪 ス テ ー キ部 長 です か 」 と再 び尋 ね られ ま す の で，

「は い
。 大 阪 ス テ ー キ部 長 で す 」 と返 事 します と， 彼 は急 い

で 電 話 を取 り上 げ， ダ イ ヤル を 回 しは じめ ま した。 そ して電

話 の相 手 に 「今 ， 事 務 所 に 日本 の ス テ ー キ部 長 が来 られ て い

る ので ， す ぐ来 る よ う に」 と話 した よ うで した。 １０分 位 して

表 に車 の止 ま る音 が 聞 こえ る と， ス チ ュ ア ー ター社 長 は私 を

表 に誘 い ま した。 車 か ら婦 人 が降 りて来 ま す と， 「私 の家 内

の ス チ ュ ア ー ト姉妹 で す 」 と紹介 して下 さい ま した。 彼 女 は

私 との 対 面 を 非 常 に喜 ん で くれ ま した。 さ らに， ス チ ュ ア ー

タ ー社 長 は ， 小 さな 声 で ， 「彼 女 は， 自分 がバ プ テ ス マ を ほ

ど こ した の で す」 と，末 日聖 徒で あ る こ とを初 め て話 して く

れ ま した 。 現 在 は 不活 発 会員 とな って お り， 知 恵 の言 葉 も守

って い ない こ と も， 事務 所 で の コ ー ヒー で わか りま した。 し

か し， 昼 食 時 に，他 の入 た ちが ビ ール で乾 杯 した とき， 彼 は

私 同 様 ジ ュ ース を飲 み， 食 後 の コー ヒー も， タバ コ に も， 私

た ち一 行 が 農 園 を離 れ る ま で 二度 と手 をつ け よ うと は しませ

ん で した， そ の上 ， 別 れ る とき， 彼 は私 の手 を 強 く握 り 「神
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様 が あ な た を祝 福 して 下 さ い ます よ うに ， お 会 い で きた こ と

を光 栄 に思 い ます 」 と， 私 の顔 を じっ と見 つ め て お られ ま し

た。 私 も心 に強 く感 じま した の で ，祝 福 の 言葉 を残 し， 彼 の

も とを去 りま した。 明 る い朝 日の輝 き は との ことで は なか っ

た の か と感 激 で胸 が い っ ぱ い に な り， 彼 らが 再 び 活 発 な 会 員

に戻 れ る よ うに と祈 らず に は お られ ませ ん で した 。

南 国 の夕 日を背 に受 け， マ ウ ナ ・ケ アの 雄 大 さ に 目を 奪 わ

れ な が ら， ワイ メ ア に あ る ホ テ ル に到 着 しま した 。

．ホ テル に入 る や い な や，フ ロ ン ト・マ ネ ー ジ ャ ーが 私 た ち に

向 か って 「カ ミオ さん は どな た です か 」 と突 然 言 い ます 。 自

分 の 名前 を 呼 ば れ て驚 きな が ら名 乗 り出 ます と， マ ネ ー ジ ャ

ーは 「あ な た は ラ ッキ ー で す よ
， 本 当 に ラ ッキ ー です よ」 と

重 ね て言 い ま した。 私 は何 が ラ ッキ ー な のか 全 然 わか らず ，

た だ ポ カ ン と して い ま す と， 「あ な た は大 変 な ものを 忘 れ て

はい ま せ ん か 」 と尋 ね ます 。 「いや 何 も。 今 初 めて こ こに来

た の で す が」 と返 答 しま す と， 「札 入 れ です よ」 とマ ネー ジ

ャー は続 けて 言 い ま した 。 そ こで ポ ケ ッ トに手 を入 れ て み る

と， 私 の 全 財 産 （？） は跡 形 もな く消 え失 せ て い るで は あ り

ま せ ん か 。 シ マ ッタ ／ 何 回 も海 外 旅 行 を経 験 して お ります

が ， この よ う な こ とは 初 め て で ，一 瞬 「困 った」 と思 い ま し

た。 す る と マ ネ ー ジ ャ‘一は 「ジ ョー ジが 拾 って くれ た ん で す

よ。 彼 は正 直 な人 だ か ら， 連 絡 して くれ た の で す よ 。」 ジ ョ

ー ジ とは ス チ ュ ア ー タ ー兄 弟 の こ とで した。 さっ そ く彼 の 家

に電 話 して み る と彼 は 待 って い た ら し く， 「事 務 所 か ら帰 る

と応 接 間 に札 入 れ が 落 ちて い るの で ， 中 を調 べ ま した。 神 殿

推 薦 状 で あ な たの もの とわ か り， 急 い で連 絡 を取 っ た の で

す 。 明 日必 ず 届 け ます 。」 彼 は 親切 に私 にそ う言 って下 さい

ま した。 心 温 ま る兄 弟 愛 を感 じ， 偶 然 とは思 え ぬ 出来 事 に，

何 か 大 き な 力が 働 い た ので は な いか と確 信 しま した。

深 刻 な水 不 足 に悩 ま され て いた ヒロ地 区 は ，私 た ちが着 い

た そ の夜 か ら大 変 な雨 が 降 り， 翌 朝 も降 り止 ま ず ，高 速道 路

も通 行不 能 に な っ た ほ どで した 。

この大 雨 の 中 を わ ざ わ ざ届 けて 下 さ った ， ア ロ ーハ の精 神

の温 か さ が強 く印象 に残 り， 実 り多 き旅 で あ った こ とを感 謝

スチ ュアーター

兄 弟姉妹
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しつ つ帰 途 に つ き ま した 。

私 は この た び の経 験 か ら， 末 日聖 徒 と して 守 るべ き原 則 を

学 び ま した。 ス チ ュ ア ー タ ー兄 弟 の 正 直 と親 切 ， そ れ は ， 今

の殺 伐 と した世 の 中 に欠 け て い る もので は な いで し ょうか 。

小 さな親 切 ， 善 意 が人 々 の心 に平 安 を もた らす に違 い あ りま

せ ん 。

われ らは，正直 ，真実 ，貞潔 ，慈善 ，高徳な るべ きこと， お よ び

すべ ての人 に善を行 な うべ きを信 ず。．ま ことにパ ウロの訓戒 に従 う

とい うを得べ く， われ らはすべて の ことを信 じ，すべ ての ことを望

む。 すでに多 くの ことを堪 え忍 びたれば，あ らゆる ことを堪 え 忍 び

得 ん ことを望 む。 もし何 にて も，徳高 きこと，好 ま しきこ と， よ き

聞えあ ること，あ るいは褒むべ き ことあ らば，われ らはこれ らを た

ずね もとむ るものな り。 （信仰筒条，第１３条）

転 勤

矢 野 信 保
長崎支部

私は昨年の３月まで長崎支部のあります長崎市からバスで

１時間半ほど離れたところに住み，そこの小さな中学校に勤

めておりました。バスが １時間に １本あるかないかの所で，

午後 ８時には最終バスが出て しまいます。そのために私は，

伝道部長の特別許可をいただき，土曜日の夜は支部長会がで

きるよう教会に宿泊をして，さらに日曜日の集会に出席して

いました。 このような状態ですか ら，教会の仕事を十分にな

すことができないで，長崎支部のみなさまには多大なご迷惑

をかけて参 りました。ですか ら， ３月のこの機会に是非とも

長崎市内に転勤 しなければならないと考えてお りま した。

３月の異動のため，意を決 して私は学校長に長崎市内への

転勤を申し出ました。そのとき校長は私の希望を聞いてちょ

っと考え込み， 「ちょっとむずか しかばい」そう一言言われ

ました。郡部から市内に入るということは非常にむずか しい

ことであり，さらに免許教科によって入れるものと入れない

ものがあります。私は社会科の免許を持ってお りますが，社

会の先生は，市内にはもういっぱいになっています。 「しか

しどうしても行かなければなりませんので お願いします。」

そう校長に申し入れました。

私は何 とかして長崎市内に行きたいということで，いろい

ろ手をつ くし，私の先輩で校長を している方が長崎市内にお

られるということがわかって，訪ねて行って事情を話 し，力

になっていただけるようお願いしました。その先生も 「むず



隔一一一 一一
かしい。社会科は余っとるケンネ」 とこう言われました，手

をつ くして下 さったようですが，結局同じ結論で した。ちょ

うど私の住んでいた村は昨年 ３月で長崎に編入することにな

っていました。ですからその校長先生はこうおっしゃいま し

た。 「１年待 ちなさい。そうすればあなたの今住んでいると

ころは長崎市になる。市内から市内への転勤はわ りと楽 で

す。 １年待ちなさい。今からならまだ転勤希望を取 り消 して

留任願いを出せばかなえられるはずだか らそうしなさい。も

し希望を出していて市内に入れなくて遠い所へ転勤するよう

なことがあれば，来年 も市内に入ることはとてもむずか しい

だろう」 と心からすすめて下さいました。 「しか しどうして

も今度は市内にはいらなければならないんです。よろしくお

願いします」 と再度たのんで帰ってきま した。

教会の兄弟姉妹や宣教師の方々はこのことを非常に心配 し

て，みんなで断食をしてお祈 りして下さいま した。私 どもも

同じように真剣にお祈 りをいたしました。

だんだん日が過 ぎて ３月に入 りました。本当なら，学校長

には何 らかの情報が入 るはずで◎が，何の音さたもありませ

ん。また，幾人かの知人にお願いしていたほうも全 く当てに

な らないということで，最後は神様の力以外に頼 るものはな

くなってしまいました。本当に真剣にお祈 りしま した。

その後校長は私を呼んで 「あなたは転勤希望を出している

けれどいまだにその結果 どうなるのか情報が全 く入 りま せ

ん。しかしこの学校 としては新年度の計画を立てなければな

らないのであなたを除外して行事を組んで行きますか ら了承

して下さい。」そう言われました。 もし，宙 に浮 いた存在に

なれば，長崎県は島が多いので，そちらに行 くようになるの

が通例です。私はなおのこと真剣に祈りました。

いよいよ異動の発表の日が来ました。校長先生が人事委員

会からの辞令を持って，転勤する先生方を発表します。 「こ

の学校から３人の方が転勤なさいます。まずはじめに教頭先

生，松島の中学校へ転勤なさいます。次に今泉先生，崎戸島

へ。 次に矢野先生」 私は思わず目をつぶりました。 前に 呼

ばれた ２人とも島への転勤でしたので私 もまた島だろうと思

いました。一生懸命お祈 りしましたが，これまでの支部での

努力が足りないため，神様は島へ行 くようにと望まれたのか

もしれません。学校長は 「矢野先生，長崎市の桜馬場中学校

へ転勤なさいます。」 そうおっしゃいま した。私はあまりに

も熱望していたため，聞きまちがいではないかと思って，す

ぐ隣りの先生に 「今，校長先生 何 とおっしゃいましたか。」
「桜馬場ですよ，よかったですね。」 そこは長崎でも一番大

きい中学校です。 しか も市の中心にあって，教会からす ぐの

所です。長崎では普通郡部か ら市内に入るとき，まず周辺部

に転勤になり，それか ら何年か経って中心部昏とだんだん移

動して行 くのが慣例です。いきなり中心部の学校に転勤する

ということはかつてなかったことです。

馬

神様 は，私たちが心をひとつにしてお祈 りを したと愚に，

それを聞き届けて下 さったことを本当に感 じま した。私共の

ようなつまらない者にも神様はこんなに大きな祝福を与えて

下さったと本当に感謝 しています。

矢野御家族

長 崎 市 に い よ い よ転 居 す る こと に な りま した が ， ま だ 家 が

み つ か っ て い ませ ん で した。 ホ ー ム ・テ ィーチ ャー の ふ た り

の兄 弟 始 め， 多 くの兄 弟 姉 妹 が 自分 の 仕 事 を 犠 牲 に して ま で

家 さが しや ， 引越 しの手 伝 いを して 下 さ った の で す。 今 ま で

の 家 は， ４月 ３ 日に空 け渡 す 約 束 で した 。 しか しそ の前 日に

な って もみ つ か りませ ん。 が ， 兄 弟 姉 妹 の お 祈 りに よ って ，

そ の夜 ９時 頃 に場 所 的 に もとて も良 い 家 が み つ か り， そ こへ

越 す こ とが で き ま した。

この転 勤 に よ って 私 の 俸 給 は， 手 当 な どが な くな っ た た め

に ７，０００円少 な くな りま した 。 そ して 新 しい 家 賃 は今 ま で の

４倍 に上 が り， そ の上 長 男 が 幼 稚 園 に行 くこ とに よ って 出費

が ぐん とふ え ま した 。 しか し， そ の よ うな もの は 問題 に な ら

な い大 きな祝 福 を， 私 と， 私 の 家 族 は 受 け る こ とが で き ま し

た。 子 供 た ち は， 子 供 日曜 学 校 や プ ライ マ リー に よ く出席 し

て そ の教 え を受 け る ことが で き る よ うに な りま した。 ま た姉

妹 も扶 助 協 会 へ の出 席 ， 訪 問 教 師 と して の活 動 もで きる よ う

に な りま した。 その こと は，私 に も， 家族 に もい ろ い ろ な現

象 が あ らわ れて 参 りま した 。 これ ら教 会 の プ ログ ラム は神 様

が 準 備 して くれ た もの で あ る こ とが よ くわ か りま した。

神 様 は本 当 に生 きて お られ ま す 。 私 た ち が心 か ら神 様 に願

う とき に必 ず それ を 聞 き届 け られ ま す。 私 た ち の教 会 は真 の

神 様 の教 会 で ご ざ い ます 。 大 管 長 は 神様 か ら遣 わ され て い る

方 で あ る こ とを証 い た します 。 す べ て イ エ ス ・キ リス トの御

名 に よ って ， ア ー メ ン。

矢野兄 弟は，現在長崎支部長を解任

され，北 九州地 方部評議員兼，地方部

伝 道部長の責任 にあ ります。
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